
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

消 防 年 報 
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は じ め に 

この年報は、入間東部地区事務組合消防本部（富士見市・ふじみ野

市・三芳町）の消防力の現況と消防防災活動を取りまとめ、消防事情

を広く紹介するとともに、今後の防災体制の確立に努め、火災、救急、

救助活動などの資料として活用するために収録編さんいたしました。 

令和７年８月 

入間東部地区事務組合消防本部 



職 員 章 

消 防 章 

職員章は、入間東部地区（ＩＲＵＭＡ ＴＯＨＢＵ）の頭文字

「 Ｉ ・ Ｔ 」を円形にデザインし、組合発足時の構成二市二町

（富士見市・上福岡市・大井町・三芳町）を四葉のクローバーと

して配し、消防章と合わせ図案化したものです。 

円形は組合の団結を表し、四つ葉は発展を象徴しています。 

消防章は、雪の結晶の拡大図を基礎とし、日章を中心にそれぞれ

ホース、管そうと、筒先から放水する水柱を配し、図案化したもの

です。 
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富 士 見 市 19.77㎢ 富 士 見 市 113,455人 富 士 見 市 56,288世帯

ふじみ野市 14.64㎢ ふじみ野市 114,506人 ふじみ野市 55,543世帯

三 芳 町 15.33㎢ 三 芳 町 37,363人 三 芳 町 17,213世帯

合 計 49.74㎢ 合 計 265,324人 合 計 129,044世帯

ポ ン プ 車 8台

化 学 車 1台
は し ご 車 2台
救助工作車 2台
指 揮 車 1台

建 物 火 災 24件 建 物 事 故 249件
車 両 火 災 4件 交 通 事 故 12件 急 病 11,141件
その他火災 17件 火 災 17件 一 般 負 傷 2,346件

交 通 事 故 728件

隊 員 25名

富 士 見 市 2,404件
ふじみ野市 2,276件
三 芳 町 1,040件

（組合予算の内、消防費
・消防公債費・諸支出金
の合計）

（総指揮者・支援隊員含む）

R6年度演奏活動　　　15回

うち 女性 15人

住民1人当たり 約16,530円

287件 16,280件

（1日当たり、約45件）

製 造 所 8施設

危険物施設数 消防音楽隊

貯 蔵 所 218施設

取 扱 所 113施設

定 員 319人

救助件数

資機材運搬車
45件

救急件数

119番通報受信件数 防火対象物数

多目的搬送車
災害用バス
地震体験車
災害用モーターバイク

一目統計（一目でわかる入間東部地区事務組合消防本部）

消 防 本 部

消 防 署

分 署

1

2

3

署所数 職員数 消防車等 救急車

世帯数 予算

43億8,583万3千円
令和7年度当初予算

面積

25,075件

（1日当たり、約69件）

5,720件

令和7年4月1日現在（災害件数は令和6年12月31日現在）

広報車

人口

高規格救急自動車　 10台

（非常用を含む）
（非常用を含む）

支援車

実 員 299人

その他の車両 火災件数
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概要 
 

 

構成市町の紹介 

入間東部地区の位置と地勢 

人口等の推移 

現有消防力の人口、世帯、面積の割合 

特別職、消防長 
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19.77 

15.33 

14.64 

49.74 
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299 人

9 台

8 台※

5 署

※日勤救急隊運用車両を除く

432887

54,859 7,794

三 芳 町 37,370 16,977 2,442

0.17

（k㎡）

127,439 5,336

富 士 見 市 113,335 55,603 5,753

54,065

三 芳 町 37,654 16,903 2,461

令和6年

合 計 265,046

ふ じ み 野 市 114,341

2,474

令和5年

合 計 264,791 125,800

富 士 見 市 113,089 54,832

ふ じ み 野 市 114,048

54,116

ふ じ み 野 市 114,045 53,539

三 芳 町 37,848 16,757

三 芳 町 38,063 16,699 2,488

令和4年

合 計 264,710 124,412

富 士 見 市 112,817

令和3年

合 計 264,741 123,307

富 士 見 市 112,204 53,335

ふ じ み 野 市 114,474 53,273

　　各年4月1日現在

年　別 構成市町
人　　口 世 帯 数 人口密度／k㎡

（人） （世帯） 当り（人）

人　口　等　の　推　移

現有消防力の人口、世帯、面積の割合

6.22

 消防署1署当り（分署を含む） 53,065 25,809 9.95

 救急車1台当り 33,166 16,131

 消防ポンプ車1台当り 29,480 14,338 5.53

 消防職員1人当り

区　　　分 総　数
面　積

（人） （世帯）

人　　口 世　　帯

　令和7年4月1日現在

5,330

5,696

7,803

7,774

5,329

5,727

5,331

5,741

7,774

令和7年

合 計 265,324 129,044

ふ じ み 野 市 114,506 55,543 7,821

三 芳 町 37,363 17,213 2,437

5,334

富 士 見 市 113,455 56,288 5,739
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管理者・副管理者（令和 7年 4月 1日現在） 

管理者 富士見市長 星 野 光 弘 

副管理者 
三芳町長 林   伊佐雄 

ふじみ野市長 高 畑   博 

 

議員（令和 7年 7月 31日現在） 

富士見市 ふじみ野市 三芳町 

村 元   寛 前 田 広 子  本 名   洋 

佐 野 正 幸 原  田 雄 一 小 松 伸 介 

◎ 田 中 栄 志 川 畑 京 子 林   善 美 

篠 田   剛  山 田 敏 夫 細 田 三 恵 

川 畑 勝 弘 〇 塚  越 洋 一 久 保 健 二 

◎議長 〇副議長 

 

監査委員（令和 7年 7月 3日現在） 

代表 玉 田   修 

議会選出 細 田 三 恵 

 

歴代消防長 

 氏名 就任年月日 退任年月日 

初代 松 本 利 夫 昭和 45年 11月 1日 昭和 55年 11月 30日 

第 2代 青 木 正 三 昭和 55年 12月 1日 昭和 61年 3月 31日 

第 3代 杉 本 正 雄 昭和 61年 4月 1日 平成 9年 3月 31日 

第 4代 浅 海 伊佐男 平成 9年 4月 1日 平成 18年 3月 31日 

第 5代 長 嶋   亘 平成 18年 4月 1日 平成 19年 3月 31日 

第 6代 戸 口   守 平成 19年 4月 1日 平成 25年 3月 31日 

第 7代 大 島 英 男 平成 25年 4月 1日 平成 26年 3月 31日 

第 8代 長 堀 博 昭 平成 26年 4月 1日 平成 28年 3月 31日 

第 9代 塩 野   浩 平成 28年 4月 1日 平成 31年 3月 31日 

第 10代 玉 田 幸 三 平成 31年 4月 1日 令和 3年 3月 31日 

第 11代 木 村   誠 令和 3年 4月 1日 令和 5年 3月 31日 

第 12代 中 川 一 諭 令和 5年 4月 1日 令和 7年 3月 31日 

第 13代 上 田 安 孝 令和 7年 4月 1日  
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消防総務 
 

 

消防本部・消防署・分署の配置 

機構図 

沿革 

事務分掌 

消防予算 

消防庁舎の現況 

階級・年齢別職員構成状況 

階級・勤続年数別職員構成状況 

年度別人口と職員数の推移 

職員配置状況 

職員の教育実施状況 

職員の特殊技能資格状況 

基準消防力と現有消防力の比較 

消防音楽隊 
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消防本部・消防署・分署の配置 
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三芳分署 富士見分署 

・三芳町役場 
消防本部 

消防署 

分署 

鶴瀬駅 

ふじみ野駅 

みずほ台駅 

・富士見市役所 

・東入間警察署 

東消防署・消防訓練場 
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消防長

情 報 管 理 係

指 令 係

情 報 管 理 係

指 令 係

救 急 係

消 防 1 係 ・ 2 係

救 急 係

消 防 1 係 ・ 2 係

救 急 係

消 防 1 係 ・ 2 係

ふじみ野分署

救 急 係

消 防 係

救 急 係

消 防 係

救 急 係

第 2 担 当

第 3 担 当

富 士 見 分 署

事務組合議会

監 査 委 員

公 平 委 員 会

管 理 者

消 防 本 部消 防 長

事 務 局 長 事 務 局

庶 務 係

消 防 課

指 揮 統 制 課

予 防 係

査 察 指 導 係

西 消 防 署

救 急 1 係 ・ 2 係

消 防 1 係 ・ 2 係

高 度 救 助 係

三 芳 分 署

予 防 課

第 2 担 当

第 3 担 当

第 1 担 当

消 防 係

第 3 担 当 指 揮 係

救 急 係

指 令 シ ス テ ム 係

指 揮 係

第 1 担 当

救 急 1 係 ・ 2 係

第 1 担 当

消 防 係

消 防 団 係

保 安 係

救 急 1 係 ・ 2 係

消 防 係

特 別 救 助 係

救 急 1 係 ・ 2 係

東 消 防 署

救 急 1 係 ・ 2 係

消 防 係

特 別 救 助 係

救 急 1 係 ・ 2 係

消 防 1 係 ・ 2 係

消 防 係

特 別 救 助 係

消 防 係

消 防 1 係 ・ 2 係

高 度 救 助 係

救 急 1 係 ・ 2 係

消 防 1 係 ・ 2 係

救 急 1 係 ・ 2 係

消 防 1 係 ・ 2 係

高 度 救 助 係

救 急 1 係 ・ 2 係

消 防 1 係 ・ 2 係

令和７年４月１日現在

救 急 課

消 防 総 務 課

救 急 係

警 防 係

情 報 管 理 係

指 令 係

第 2 担 当 指 揮 係

総 務 課

第 2 担 当

第 1 担 当

入間東部地区事務組合　機構図

警 防 課

会 計 管 理 者

施 設 管 理 係

出 納 室

職 員 係

総 務 係

副 管 理 者

第 7 分 団

訓 練 指 導 係

消 防 課

第 3 担 当

第 2 担 当

第 3 担 当

第 2 担 当

第 3 担 当

第 1 担 当

第 1 担 当

第 1 分 団

第 2 分 団

第 3 分 団

第 4 分 団

本 部

第 2 分 団

第 3 分 団

第 4 分 団

第 5 分 団

第 6 分 団

第 4 分 団

第 5 分 団

第 5 分 団

第 6 分 団

第 7 分 団

第 8 分 団

第 9 分 団

第 10 分 団

本 部

第 1 分 団

本 部

三芳町消防団

ふじみ野市消防団

富士見市消防団

第 1 分 団

第 2 分 団

第 3 分 団

第 8 分 団
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昭和４２年 ４月 ・福岡町消防本部、消防署が設立される。
　消防職員１６人、消防ポンプ自動車（団）１台を以て、消防業務を開始する。

５月 ・救急自動車（RS46VGクラウンカスタム改）を配備し、救急業務を開始する。

１０月 ・福岡町大字福岡１５００番地５８に、消防本部、消防署庁舎（鉄筋コンクリート２階建、延
　308.55㎡）が完成する。

・水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＴＸＧＦ１０型改）１台を配備する。

昭和４３年 ４月 ・消防職員実員２０人となる。

９月 ・消防ポンプ自動車（ニッサン・ＦＲ４０型改）１台を配備する。

１２月 ・消防用超短波無線電話装置（三和・１５０ＭＬＩＢ）を導入する。

昭和４４年 ３月 ・消防職員実員２１人となる。

４月 ・消防職員定数条例を改正し、定員３５人とする。

６月 ・赤バイ（ホンダ・ベンリーＣＤ１２５）１台を配備する。

７月 ・指令車（ダットサン・ブルーバードＰ５１０型改）１台を配備する。

昭和４５年 　１月 ・日本自動車工業会より、救急自動車（ニッサン・ＶＨ１３０型改）１台が寄贈される。

４月 ・消防職員実員２７人となる。

昭和４５年 １１月 ・福岡町、富士見町、大井町および三芳町は、広域にわたる消防業務の計画に合意して、消防
　の一部事務組合を設立し、名称を「入間東部地区消防組合」と定め、消防本部を福岡町大字
　福岡１５００番地５８（旧福岡町消防本部）に置く。

昭和４６年 　３月 ・水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＴＸＧ１０型改）３台を配備する。

４月 ・救急自動車（トヨタ・ＦＳ５５Ｓ型改）１台を配備する。

・消防職員実員４１人となる。

７月 ・予防査察車（トヨタ・コロナバンＴＡ１０型）１台を配備する。

・事務連絡車（トヨタ・カリーナＴＡ１０型）１台を配備する。

１０月 ・富士見町大字鶴馬１４２０番地に富士見出張所仮庁舎を、大井町大字亀久保１２３４番地８
　に大井出張所仮庁舎を、三芳町大字藤久保９６５番地９に三芳出張所仮庁舎（軽量鉄筋プレ
　ハブ造平屋建、延128.25㎡）を開設し、消防業務を開始する。

１２月 ・１８メートル級はしご付消防ポンプ自動車（ニッサン・ＴＣ８１Ｈ型改）１台を配備し、高
　層建物の災害防御の強化を図る。

昭和４７年 　４月 ・富士見町、福岡町が市制を施行し、富士見市、上福岡市となる。

・消防職員定数条例を改正し、定員８５人とする。

・消防職員実員６９人となる。

５月 ・女性消防職員２人を採用し、実員７１人となる。

９月 ・可搬ポンプ積載車（トヨタ・ＵＰ１００型改）２台を配備する。

昭和４８年 ４月 ・消防職員定数条例を改正し、定員１３３人とする。

・消防職員実員１０１人となる。

７月 ・可搬ポンプ積載車（ニッサン・ＵＰＡ３２１型改）１台を配備する。

１０月 ・埼玉県共済農業協同組合会より救急自動車（トヨタ・ＲＨ１８Ｖ型改）１台を寄贈される。

１１月 ・広報車（ニッサン・キャラバンＶＥ２０型改）１台を配備する。

沿　　革

２．入間東部地区消防組合の沿革

１．入間東部地区消防組合が設立されるまでの沿革
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昭和４９年 　１月 ・水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＳＢＲ３２０型改）１台を配備する。

３月 ・警防車（トヨタ・パブリカバンＫＰ３６Ｖ型改）１台を配備する。

４月 ・消防職員実員１２４人となる。

５月 ・大井町大字苗間１６１番地２に、消防本部・消防署の庁舎（鉄筋コンクリート造３階建、延
　1,084.57㎡）が完成し移転する。

・旧消防本部・消防署庁舎を上福岡出張所とする。

９月 ・消防協会入間東部支部より中型バス（いすゞ・ＢＫ３２型、４２人乗）１台が寄贈される。

１０月 ・救急自動車（トヨタ・ＲＨ１８Ｖ型改）１台を配備する。

１２月 ・消防本部の組織改正を実施し、従来の庶務係、予防係、警防係を課制とし、新たに企画広報
　課（企画広報係、査察係、生活安全係）を設け、庶務課（庶務係、管理係）、予防課（予防
　係、危険物係）、警防課（警防係、調査係、通信指令係）の４課１０係とする。

昭和５０年 　１月 ・救助工作車（いすゞ・ＳＢＲ３２０型改）１台を配備し、救助活動の敏速化と強化を図る。

３月 ・地震対策用として、ミニ水そう積載車（トヨタ・ＫＭ１０型改、水５００リットル）１台を
　配備する。

４月 ・消防職員定数条例を改正し、定員１６２人とする。

・消防職員実員１４３人となる。

６月 ・上福岡、富士見ロータリークラブより、小型乗用貨物車（三菱・ランサーバンＡ７１Ｖ型）
　１台が寄贈される。

８月 ・上福岡出張所を上福岡分署と名称を改める。

９月 ・水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＳＢＲ３２０型改）１台を配備する。

昭和５２年 ４月 ・上福岡分署を上福岡出張所と名称を改める。

５月 ・富士見市水子２２６５番地に、みずほ台出張所庁舎（鉄骨ＡＬＣ造２階建、延279.14㎡）が
　完成し、新設出張所として業務を開始する。

７月 ・消防資材運搬車（いすゞ・フラットローＴＬＤ２３ＺＮ型改）１台を配備する。

１１月 ・消防ポンプ自動車（ニッサン・ＦＨＮ６０型改）１台を配備する。

１２月 ・指令車（マツダ・ルーチェＣ－ＬＡ４２Ｓ型改）１台を更新する。

昭和５３年 　１月 ・水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＳＣＲ３２０型改）１台を更新する。

３月 ・三芳町大字藤久保９６５番地９の三芳出張所庁舎（鉄骨ＡＬＣ造２階建、延291.40㎡）が完
　成する。

・救急自動車（トヨタ・ＨＲＨ４２ＶＢ型）１台を更新する。

４月 ・消防職員実員１５９人となる。

７月 ・ミニ広報車１台、ミニ警防車１台を配備する。（ダイハツ・バンＨＳ６０Ｖ型）

１０月 ・上福岡ライオンズクラブより、軽乗用車（ミツビシ・アミイＥＡ１６０型改）１台が寄贈さ
　れる。

昭和５４年 　４月 ・消防職員実員１６０人となる。

６月 ・東武不動産株式会社より、救急自動車（トヨタ・ＦＳ５５Ｖ型改）１台が寄贈される。

７月 ・東武不動産株式会社より、水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＳＣＲ３７１型改）１台が
　寄贈される。

８月 ・予防査察車（ニッサン・ブルーバードバンＨＶＪ８１０型改）１台を更新する。

１１月 ・消防本部、消防署の組織改正を実施し消防本部に次長制を敷き、従来の４課を庶務課（庶務
　係、管理係）、消防課（予防係、保安係、警備係）、広報課（広報係、生活安全係）の３課
　７係とした。消防署の署長を専任とし、署に５係（庶務、予防、警備、機械、通信指令）を
　置き、職員８人を配置する。

昭和５５年 　２月 ・炊飯設備を装備した救援車（いすゞ・ＴＬＤ３４型改）１台を配備し、消防職団員の長時間
　にわたる災害活動の現場において非常食等を賄えるようにする。

４月 ・消防署通信指令係を消防本部通信指令室に組織改正する。

６月 ・事務連絡車（トヨタ・カリーナＥＴＡ４１型）１台を更新する。

１０月 ・消防職員定数条例を改正し、定員１７７人とする。

１１月 ・水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＫＳＳＭ４５１０型改水１０トン）１台を配備する。
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昭和５６年 ２月 ・災害活動の迅速化を図るため、通信指令室に自動地図検索装置（ＦＵＪＩ・Ｆ－１００ＣＫ
　Ｂ型）を導入する。

４月 ・消防本部、消防署の組織改正を実施し消防本部の消防課、広報課を廃止、庶務課（庶務係、
　第１管理係、第２管理係）予防課（予防係、保安係、広報係）警防課（警防係、救急係）通
　信指令室（指令第１係、指令第２係）の３課１室１０係とする。消防署に副署長を置き、従
　来の４係を廃止する。

・消防職員実員１６７人となる。

１１月 ・富士見市山室１丁目１３４２－１に富士見出張所庁舎（鉄骨ＡＬＣ造２階建、延359.02㎡）
　が完成し移転する。

・消防広報紙創刊号を発行する。

昭和５７年 １月 ・水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・Ｋ－ＳＤＲ３２０型改）１台を更新する。

２月 ・救急専用無線を導入し、救急通信の円滑化を図る。

・３８メートル級はしご付消防ポンプ自動車（日野・Ｋ－ＦＷ２７４ＡＡ型改）を配備する。

１１月 ・大井町鶴ヶ岡１丁目３－４０に大井出張所庁舎（鉄骨ＡＬＣ造２階建、延338.35㎡）が完成
　し、移転する。

・事務連絡車（スズキ・アルトＭ－ＳＳ４０Ｖ型）1台を配備する。

昭和５８年 　４月 ・消防職員実員１７３人となる。

９月 ・小型バス（ニッサン・Ｎ―ＭＣＷ４０型－２９人乗り）１台を更新する。

・事務連絡車（ミツビシ・エコノＭ－Ａ１０７型）１台を配備する。

１１月 ・化学消防自動車（いすゞ・Ｋ－ＦＤＲ３７０型改）１台を配備する。

昭和５９年 １月 ・救急自動車（トヨタ・ＲＨ－１８Ｖ型）１台を更新する。

２月 ・みずほ台出張所庁舎を増築する。（延288.47㎡）

４月 ・消防職員実員１７６人となる。

７月 ・事務連絡車（スバル・Ｍ－ＫＲ－１型）1台を更新する。

昭和６０年 ３月 ・救急自動車（ニッサン・Ｌ－ＦＨＧＥ２３型）１台を更新する。

４月 ・富士見ロータリークラブより、広報車（ニッサン・サニーバンＬ－ＶＢ１１型改）１台が寄
　贈される。

５月 ・複雑多様化する各種災害に対応するため、富士見出張所に訓練塔（鉄骨ＡＬＣ造５階建、高
　さ１５メートル）を設置する。

昭和６１年 ３月 ・消防本部庁舎を増改築する。（延1,429.70㎡）

５月 ・東海興産株式会社並びに株式会社渡辺木材センターより、救急自動車（ニッサン・Ｌ－ＦＨ
　ＧＥ２３型）１台が寄贈される。

８月 ・現場指導車（ニッサン・バネットＮ－ＫＵＣ２２型）１台を更新する。

１０月 ・消防職員定数条例を改正し、定員１９５人とする。

昭和６２年 ３月 ・消防ポンプ自動車（ミツビシ・Ｐ－ＦＥ３３５Ｂ型改）１台を更新する。

・予防車（ニッサン・サニーバンＬ－ＶＢ１１型改）１台を更新する。

・救急自動車（ニッサン・Ｌ－ＦＥＧＥ２４型改）１台を更新する。

４月 ・消防職員実員１７９人となる。

・大井町と人事交流による職員研修を実施する。

・消防本部、消防署の組織改正を実施し、従来の警防課を廃止し、新たに防災対策室（防災対
　策係、指導係）を設ける。消防署に２係（警防係、救助係）と、法令に基づく特別救助隊を
　設置する。

・消防モニター制度が発足する。

・消防協力員制度が発足し、消防連絡所を地域に設置する。

５月 ・県下初の災害対策車（日野・レインボーＰ－ＡＢ１１５ＡＡ型改）１台を配備し、災害現場
　でのり災者救護及び現場対策本部の機能を装備する。

８月 ・消防情報テレホンサービスを導入する。（高千穂ＴＫ－Ａ２・２０回線）

１０月 ・消防本部に隊員２９人を以て消防音楽隊を発足する。
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昭和６３年 ３月 ・消防庁長官より消防本部へ竿頭綬が授与される。

・大阪府・柏原羽曳野藤井寺消防組合と消防行政各分野の交流による友好と将来にわたる親善
　を誓い、消防事務事業盟約を締結する。

・救助工作車（ミツビシ・フソーＰ－ＦＫ４１６ＦＸ型改）１台を更新し、人命救助器具一式
　を装備する。

・自治体消防発足４０周年となる。

４月 ・消防職員実員１８３人となる。

・消防本部の組織改正を実施し、庶務課に１係（秘書企画係）を新たに設ける。

９月 ・消防組合表彰条例を制定する。

１０月 ・独居老人の急病、事故等の緊急事態に対処するため、高齢者情報管理室を上福岡出張所内に
　新設し「緊急時連絡システム」を導入する。

１１月 ・「１１９番の日」の制定に伴い、「１１９番の日、第１回消防定例表彰式」を開催する。

・消防音楽隊創立１周年記念演奏会を開催する。

１２月 ・高所降下用救命装置（エアバック）を１基購入する。

平成元年 ３月 ・密集住宅地の消防対策として１０メートル級はしご付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＮＫＲ－
　５８Ｅ）を配備する。

４月 ・消防職員実員１８６人となる。

・消防署の組織改正を実施し、１係（救急係）を設ける。

５月 ・１０日１４時４６分三芳町食品倉庫火災発生、２棟全焼焼失面積3,266㎡消火活動１２時間
　要す。

・富士見ライオンズクラブから軽自動車（スバル・Ｍ－ＫＮＩ）が寄贈される。

８月 ・消防本部庁舎建設審議会が発足し、委員１６人の任命式が行われる。

平成２年 　１月 ・埼玉県防災航空隊に隊員１名を派遣する。

３月 ・本署に訓練塔（鉄骨造１７メートル）が完成する。

４月 ・富士見ロータリークラブより火災予防活動費として助成金を贈呈される。

・消防職員実員１９１人となる。

５月 ・濃煙の現場活動に不可欠な空気呼吸器の移動式空気充填車（いすゞ・Ｐ－ＮＫＲ５８Ｌ型）
　を導入する。

７月 ・消防本部、消防署の組織改正を実施、従来の消防本部庶務課を廃止し総務課とし、防災対策
　室を廃止し防災対策課に、指導係を廃止し消防団係を設ける。消防署、消防出張所を中央消
　防署、富士見消防署、上福岡消防署の３消防署、大井分署、三芳分署、みずほ台分署の３分
　署とする。また各消防署に２係（庶務係、消防係）を設け組織の強化を図る。

１１月 ・組合設立２０周年記念式典を大井町中央公民館において実施する。

・組合設立２０周年記念誌「消防のあゆみ」を発刊する。

平成３年 ２月 ・司令車（トヨタ・クラウンＥ－ＭＳ１３５）１台を更新する。

３月 ・密集住宅地の消防対策として、小型動力ポンプ積載車（ダイハツ・Ｍ－Ｓ８３Ｐ改）１台を
　配備する。

・高齢者対策とし、車椅子リフター付高齢者対策用救急車（ニッサン・Ｔ－ＦＴＧＥ２４改）
　１台を配備する。

４月 ・消防職員定数条例を改正し、定員２１４人とする。

・消防職員実員１９４人となる。

６月 ・資材運搬車（ミツビシ・Ｕ－ＦＥ３１７Ｂ）１台を更新する。

８月 ・(財)日本消防協会より救急車（ニッサン・Ｔ－ＦＴＧＥ２４）が寄贈される。

９月 ・女性看護婦２名を採用、救急車に同乗させる。全国初の「女性救急隊員」が誕生する。

・「第１２回六都県合同防災訓練」が入間東部地区管内で実施され、埼玉会場となった荒川河
　川敷には、約１万人８０機関が参加し、各種訓練が行われる。

１０月 ・近藤建設㈱より普通自動車（スズキ・Ｅ－ＴＡ０１Ｗ）が寄贈される。

１１月 ・連絡車（スズキ・Ｖ－ＪＡ１１Ｖ）を更新する。

１２月 ・密集住宅地の消防対策として１０メートル級はしご付消防ポンプ自動車（いすゞ・Ｕ－ＮＫ
　Ｒ５８Ｅ２Ｎ改）を配備する。

平成４年 ４月 ・消防本部の組織改正を実施、新たに企画課（企画係、施設係）を設け、総務課を２係（秘書
　係、庶務係）とする。

・消防職員実員２０１人となる。

・看護婦２名を採用し救急車に同乗する。
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７月 ・救急功労機関表彰を埼玉県医師会会長より授賞する。

１１月 ・当消防本部が開催地を担当し、全国消防長会組合消防委員会が自治省消防庁消防課長はじめ
　全国各都道府県の代表消防長が出席し、開催される。

平成５年 　１月 ・消防団員に関する調査研究を目的として消防団員確保調査委員会を設置する。

３月 ・消防本部西側敷地内に、１階部分救急消毒室、２階部分通信指令室用第二庁舎（鉄骨ＡＬＣ
　造２階建、延214.2㎡）が完成する。

４月 ・消防職員実員２０９人となる。

・「救えますか、大切ないのち」をキャッチフレーズにして一般住民に対する地域ぐるみの応
　急手当の普及啓発を目的に「救急連絡協議会」を設立する。

・自治体消防発足４５周年記念式典を開催する。

・埼玉県防災航空隊に隊員１名を派遣する。

５月 ・消防本部の組織改正を実施し、総務課２係（庶務係、職員厚生係）、渉外課２係（秘書広報
　係、施設係）とする。

・高規格救急自動車（ニッサン・Ｎ－ＮＧ４ＹＨ４１改）1台を配備する。

・救急普及啓発広報車（ニッサン２９人乗バス改造車）1台を配備する。

６月 ・心電図受信装置を管内１０ヶ所の救急告示病院等に設置を完了し、医療機関との連携体制が
　確立する。

１２月 ・消防本部北側訓練場用地を購入する。（４６８㎡）

・最新鋭の消防緊急通信指令システムⅡ型を導入し、運用開始する。

平成６年 ３月 ・高規格救急自動車（ニッサン・Ｕ－ＵＧ４ＴＨ４１改）をみずほ台分署に配備する。

・消防職員定数条例を改正し、定員２４０人とする。

４月 ・消防職員実員２１７人となる。

・完全週休２日制を導入する。

１０月 ・女性隊員当直制度を開始する（全国で初めて女性救急隊員の当直を実施）。

・小型バス（いすゞ・Ｕ－ＭＲ１３２Ｄ―２９人乗）１台を更新する。

平成７年 １月 ・１月１７日５時４６分発生阪神・淡路大震災に、救助工作車、災害対策車及び隊員１１名を
　災害応援救助活動のため派遣する。

・水槽付消防ポンプ自動車（ミツビシ・Ｕ－ＦＭ６１８Ｈ改）１台を更新する。

３月 ・水槽付消防ポンプ自動車（ミツビシ・Ｕ－ＦＭ６１８ＧＺＷ改）３台を更新する。

・耐震性貯水槽６０㎥を消防本部西側訓練場に設置する。

・災害対策用仮眠室（プレハブ平屋建）80.66㎡消防本部北側訓練場に新築する。

・機動二輪隊（モトクロスバイク１２５ｃｃ・６台）を職員１３名で発足する。   

４月 ・消防職員実員２２９人となる。

・埼玉県防災航空隊に隊長及び隊員として各１名を派遣する。

８月 ・総務連絡車（トヨタ・カローラＥ－ＥＥ１０４Ｇ）１台を更新する。

・予防課に予防車（トヨタ・カローラＥ－ＥＥ１０４Ｇ）１台を更新する。

９月 ・自治省消防庁より、緊急消防援助隊埼玉県部隊の代表消防機関として、県隊旗及び部隊旗が
　授与される。

平成８年 　３月 ・水槽付消防ポンプ自動車（ニッサン・ＫＣ－ＬＫ２１１ＮＥ改）１台を更新する。

・高規格救急自動車（ミツビシ・ＫＣ－ＦＧ６３８Ｅ改）を上福岡消防署及び三芳分署に配備
　する。

・災害用支援車（ベンツ・ウニモグ）及び災害対応多目的車（ミツビシ・ＫＣ－ＢＧ４３８Ｆ）
　の２台を中央消防署に配備する。

・消防職員定数条例を改正し、定員２５２人とする。

４月 ・消防職員実員２３８人となる。

・当組合が開催地を担当し、全国消防長会第４７回関東支部総会を２１２消防本部２９４人の
　参加により開催する。

５月 ・消防本部の組織改正を実施し、総務課３係（庶務係、職員厚生係、財産管理係）及び新たに
　救急センターを設け救急課１係（救急係）とする。

・彩の国レスキュー隊に登録。県内の大規模災害発生時の出動体制を整える。

１１月 ・組合設立２５周年記念誌「消防のあゆみ」を発刊する。
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平成９年 ２月 ・上福岡市川崎２丁目７番３号に上福岡消防署庁舎（鉄筋コンクリート造、地上２階・地下１
　階建、延1,367.64㎡）が完成し移転する。

３月 ・救助工作車Ⅲ型（ベンツ・ウニモグ）を中央消防署に配備する。

・救助工作車Ⅱ型（日野・ＫＣ－ＦＸ１ＪＧＢＡ改）を富士見消防署に配備する。

４月 ・消防職員実員２４７人となる。

・消防本部の組織改正を実施し、渉外課を総務課と統合する。

５月 ・入間東部地区危険物安全協会より普通自動車（トヨタ・Ｅ－ＥＥ１０４Ｇ）が寄贈される。

９月 ・消防音楽隊創立１０周年記念誌「住民とともに」を発刊する。

１１月 ・消防署の組織改正を実施し、中央消防署を３課（消防課、救急救助課、指令課）とし、新た
　に指揮隊を設け組織の強化を図る。

平成１０年 　３月 ・日本消防協会より指揮広報車（ニッサン・Ｅ－ＥＵ１４）が交付される。

・株式会社エストコーポレーションより普通自動車（ニッサン・Ｅ－ＫＢＣ２３）が寄贈される。

４月 ・携帯電話からの１１９番通報受信（代表消防本部方式）を開始する。

・消防職員実員２４９人となる。

８月 ・起震車（いすゞ・ＫＣ－ＮＰＲ７１ＬＶ）を中央消防署に配備する。

平成１１年 ４月 ・消防職員実員２５１人となる。

・火薬類の取締りに関する事務を開始する。

９月 ・資機材運搬車（ミツビシ・ＫＫ－ＦＥ６２ＥＥ）１台を更新する。

１１月 ・埼玉県内初となる、入間東部地区消防官友の会が発足する。

平成１２年 　２月 ・上福岡指揮車（ニッサン・ＧＦ－ＰＣ２４）１台を更新する。

３月 ・３８メートル級はしご付消防自動車（ニッサンディーゼル・ＦＪ５５０ＬＮ）を更新する。

７月 ・消防本部、中央消防署の電話をダイヤルイン方式に変更する。

１０月 ・高規格救急自動車（ニッサン・ＧＥ－ＦＬＷＧＥ５０）を富士見消防署に配備する。

・化学消防ポンプ車（いすゞ・ＫＫ－ＦＳＲ３３Ｇ４Ｖ改）を１台更新する。

・訓練指導車（ミツビシ・ＧＦ－ＰＡ４Ｗ）を１台更新する。

１１月 ・消防組合設立３０周年記念誌「消防のあゆみ」を発刊する。

平成１３年 　３月 ・消防職員定数条例を改正し、定員２７２人とする。

４月 ・液化石油ガス設備工事の届出等に関する事務を開始する。

１０月 ・情報公開制度を開始する。

・消防ポンプ自動車（日野・ＫＫ－ＸＺＵ３３１Ｍ）１台を更新する。

１１月 ・高規格救急自動車（トヨタ・ＧＥ－ＣＣＨ３８Ｓ）１台を更新する。

１２月 ・さいたま市消防本部と消防相互応援協定を締結する。

平成１４年 　４月 ・消防職員実員２５９人となる。

・高圧ガス保安法に基づく事務を開始する。

・埼玉県防災航空隊に隊員１名を派遣する。

１１月 ・災害対応特殊救急自動車（ニッサン・ＧＥ－ＦＬＷＧＥ５０改）１台を更新する。

平成１５年 ２月 ・三芳町北永井６１７番地８に三芳分署庁舎（鉄筋コンクリート一部鉄骨造３階建「訓練棟４
　階」、延1,437.72㎡）が完成し移転する。

３月 ・ (社)日本損害保険協会より高規格救急自動車（トヨタ・ＴＣ－ＶＣＨ３８Ｓ）１台が寄贈
　され、５月から大井分署に配備し運用を開始する。

４月 ・消防職員実員２６６人となる。

・消防本部の組織改正を実施し、総務課、予防課、警防課（防災対策課を警防課に変更、防災
　係から警防防災係に変更、中央消防署指令課を消防指令センターに変更、並びに３交代制と
　し警防課へ加える）、救急課（中央消防署救急救助課から独立）の４課となる。
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平成１６年 　４月 ・消防職員実員２６９人となる。

・消防音楽隊の演奏活動を支援する、ボランティア制度を開始する。

１０月 ・消防本部の組織改正を実施し、警防課に消防訓練センターを加える。

・１０月２３日１７時５６分に発生した新潟県中越地震に、緊急消防援助隊として救助工作車
　支援車、高規格救急車の計３台と隊員１３名を派遣する。

・富士見市鶴馬１８５０番地１に富士見消防署庁舎（鉄筋コンクリート造一部鉄骨造３階建、
　延1,541.68㎡）及び消防訓練場（鉄筋コンクリート造「Ａ棟６階建、延328.31㎡」、「Ｂ棟
　３階建、延558.75㎡」、「Ｃ棟３階建、延468.75㎡」）が完成し移転する。

１２月 ・高規格救急自動車（トヨタ・ＴＣ－ＶＣＨ３８Ｓ）１台を更新する。

平成１７年 ２月 ・入間東部地区消防組合ホームページの運用を開始する。

・消防ポンプ自動車（日野・ＰＤ－ＸＺＵ３３４Ｍ）１台を更新する。

・三芳分署西側隣地を訓練用地とし購入する。（452.00㎡）

４月 ・消防職員実員２７１人となる。

７月 ・気管挿管認定救急救命士の運用開始する。

・消防広報紙を構成市町の広報紙に組入れる。

８月 ・圧縮空気充填設備を富士見署に配備する。

１０月 ・構成市町の上福岡市と大井町の廃置分合により、ふじみ野市が誕生する。

１２月 ・災害用重機（ミツビシキャタピラー・３０３ＣＲ－ＭＳ３ＣＱ）を配備する。

・災害対応多目的車（いすゞ・ＰＡ－ＮＰＲ８１Ｎ）を配備する。

平成１８年 ２月 ・高規格救急自動車（トヨタ・ＴＣ－ＶＣＨ３８Ｓ）１台を更新する。

４月 ・消防本部の組織改正を実施し、消防訓練センターが警防課から独立し、訓練指導課に変更、
　訓練係を設け組織の強化を図る。

・携帯電話からの１１９番通報を直接受信方式に切り替える。

・入間東部地区防火安全協会より普通自動車（トヨタ・ラクティスＸ）が寄贈される。

・薬剤投与認定救急救命士の運用を開始する。

６月 ・ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を中央署、富士見消防署に設置する。

９月 ・職員採用試験を共同試験方式で熊谷市・立正大学で実施する。

１０月 ・消防緊急通信指令施設改修工事を実施する。

１２月 ・消防職員に対する懲戒処分基準を制定する。

平成１９年 ３月 ・全国初の試みである聴覚障害者を対象とした入間東部地区聴覚障害者防災訓練を実施する。

４月 ・消防本部の組織改正を実施し、指令センターが警防課から独立し、指令課に変更。訓練指導
　課を富士見消防署に加え指導課に変更、訓練指導係を指導係に変更し、組織の強化を図る。

６月 ・第３４回埼玉県消防救助技術指導会が本組合東消防署消防訓練場で開催される。

・全署々庁舎及び水槽付ポンプ車両にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を配備する。

８月 ・消防訓練場に、空気充填設備(バウアーコンプレッサー・Ｖ１５０－１１－５)が完成する。

１０月 ・災害用バス(日野・リエッセⅡＧＸ・ＢＤＧ－ＸＺＢ５０Ｍ・２９人乗り)を配備する。

１２月 ・救急指導車(スズキ・エブリイ・ＥＢＤ－ＤＡ６４Ｖ)を配備する。

・消防音楽隊創立２０周年記念演奏会が、富士見市民文化会館キラリ☆ふじみで実施される。

平成２０年 ３月 ・水槽付消防ポンプ自動車（日野・ＢＤＧ－ＧＤ７ＪＧＷＡ型改）１台を更新する。

・小型水槽付消防ポンプ自動車（日野・ＢＤＧ－ＮＭＲ８５Ｎ・水８００ℓ積載）１台を更新

　する。

２月 ・高規格救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

・消防署の組織規程を一部改正し、富士見消防署に特別救助隊を置き、救助活動体制の充実

　強化を図る。

・総務連絡車（スズキ・ＤＢＡ－ＭＨ２２Ｓ）１台を更新する。

９月 ・地震体験車（いすゞ・ＢＫＧ－ＮＰＲ８５ＡＮ）１台を更新する。

１０月 ・中央指揮車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２１Ｋ）を更新する。

１２月 ・災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車（日野・ＢＤＧ－ＧＸ７ＪＧＷＡ改）１台を更新する。

平成２１年 ２月 ・高規格救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

７月 ・株式会社三谷製作所より寄贈された住宅用火災警報器を抽選により住民に配布し、消防職
　員及び団員により、取付作業を実施する。

１１月 ・みずほ連絡車(スズキ・エブリｲ・ＥＢＤ－ＤＡ６４Ｖ)１台を更新する。
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平成２２年 ２月 ・購入した住宅用火災警報器の取付が困難という住民を対象に、消防職員及び団員により、
　取付作業を実施する。

・災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車（日野・ＢＤＧ－ＧＸ７ＪＧＷＡ改）１台を更新する。

・水槽付消防ポンプ自動車（日野・ＢＤＧ－ＧＤ７ＪＧＷＡ改）１台を更新する。

３月 ・災害対応特殊救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

４月 ・消防署の組織規程を一部改正し、指導課を中央消防署に加え、組織の強化を図る。

６月 ・入間東部地区消防官友の会創立１０周年記念式典が富士見市民文化会館キラリ☆ふじみで
　開催される。

８月 ・消防組合設立４０周年記念誌を発刊する。（消防年報に組込み）

１０月 ・富士見連絡車(スズキ・エブリイ・ＥＢＤ－ＤＡ６４Ｖ)１台を更新する。

１１月 ・第１６回埼玉県下消防音楽隊合同演奏会が、富士見市民文化会館キラリふじみで開催され
　る。

平成２３年 ２月 ・１５メートル級はしご付消防ポンプ自動車（日野・ＢＤＧ－ＧＤ７ＪＧ）１台を更新する。

・高規格救急自動車（ニッサン・ＣＢＦ－ＥＰＷＧＥ５０改）１台を更新する。

・上福岡連絡車(スズキ・エブリｲ・ＥＢＤ－ＤＡ６４Ｖ)１台を更新する。

３月 ・水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・ＰＫＧ－ＦＳＲ９０Ｓ２改）１台を更新する。

・３月１１日１４時４６分に発生した東北地方太平洋沖地震に伴い、緊急消防援助隊埼玉県部隊
　に登録している消火隊、救急隊、後方支援隊を被災地へ災害派遣する。

４月 ・埼玉県防災航空隊に隊員１名を派遣する。

６月 ・塩野建設工業株式会社より衛星電話（三菱電機・ワイドスターⅡ衛星可搬端末０１）１台、
　放射線測定器（富士通電機・ＮＨＣ７１０Ｂ１－ＡＹＹＹＹ－Ｓ）１器、プロジェクター
　（エプソン・ＥＨ－ＤＭ３）一式、子供用消防服一式（制服３着・防火服３着・救助服２
　着）、扇風機（三菱電機・Ｒ３０ＪーＲＭ）２４台が寄贈される。

９月 ・入間東部地区消防官友の会及び入間東部地区防火安全協会より火災調査専用車両（スズキ
　ワゴンＲ・ＤＢＡ－ＭＨ２３Ｓ）が寄贈される。

１２月 ・ふじみ野市大井中央一丁目１番地内に消防本部・消防署移転用地を購入する。(3,345.71㎡)

平成２４年 ３月 ・救助工作車Ⅲ型（日野・ＳＤＧ－ＧＸ７ＪＧＡＡ改)１台を更新する。

平成２５年 １月 ・ふじみ野市大井中央一丁目１番地内に消防本部・消防署移転用地を購入する。（1,654㎡）

３月 ・高規格救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

・救助工作車Ⅱ型（日野・ＳＤＧ－ＧＸ７ＪＧＡＡ改)１台を更新する。

・消防職員定数条例を改正し、定員２８１人となる。

６月 ・塩野建設工業株式会社より総務連絡車（マツダ・スクラム・ＨＢＤーＤＧ６４Ｖ）が寄贈
　される。

７月 ・再任用職員の採用を開始する。

８月 ・ふじみ野市大井中央一丁目１番１９号に消防本部・消防署の庁舎（基礎免震、鉄筋コンク
　リ－ト造４階建、延5,655.59㎡）及び消防訓練棟（鉄筋コンクリート造「Ａ棟６階建、
　205.32㎡」、「Ｂ棟３階建、392.16㎡」）が完成し移転する。

・高機能消防指令センター総合整備事業（Ⅱ型）が完成し、運用を開始する。

・消防本部・消防署の組織改正を実施し、指令課と指揮隊を統合して消防本部に指揮統制課
　を設ける。中央消防署と大井分署を統合して西消防署に、富士見消防署を東消防署に名称
　を変更して２消防署とするほか、上福岡消防署をふじみ野分署に、みずほ台分署を富士見
　分署に名称を変更して、三芳分署と併せて３分署とする。

・消防庁舎落成記念・音楽隊創立２５周年記念演奏会が、消防本部・西消防署庁舎４階大講
　堂で実施される。

平成２６年 ３月 ・高規格救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

・高規格救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２１Ｓ）を東消防署に更に１台を配備する。

４月 ・消防職員実員２８１人となる。

・消防救急無線をデジタル方式へと移行し、運用を開始する。

６月 ・第４１回埼玉県消防救助技術指導会が本消防組合東消防署消防訓練場で開催される。

・災害用モーターバイク（ヤマハ・トリッカー・ＪＢＫ－ＤＧ１６Ｊ）４台を更新する。

・総務連絡車（トヨタ・サクシード・ＤＢＥ－ＮＣＰ５１Ｖ）１台を更新する。
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平成２７年 １月 ・高規格救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

３月 ・資器材運搬車（日野・ＴＫＧ－ＸＺＵ７１０Ｍ）１台を更新する。

・指揮広報車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｋ）１台を更新する。

６月 ・第４２回埼玉県消防救助技術指導会が本組合東消防署消防訓練場で開催される。

・予防連絡車（トヨタ・サクシード・ＤＢＥ－ＮＣＰ１６０Ｖ）１台を更新する。

７月 ・第４４回消防救助技術関東地区指導会が本組合消防訓練場で開催される。

８月 ・第４４回全国消防救助大会において、本消防組合代表のロープブリッジ救出チームが１位入賞する。

１１月 ・日本消防協会より総務４号車（ニッサン・バネット・ＤＢＡ－Ｍ２０）が交付される。

平成２８年 ２月 ・高規格救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

３月 ・化学消防ポンプ自動車Ⅱ型（日野・ＳＤＧ－ＧＸ７ＪＧＡＡ改）１台を更新する。

４月 ・消防署の組織改正を実施し、従来の隊を係へと名称変更を実施する。

５月 ・指揮統制連絡車（スズキ・エブリィⅤ・ＨＢＤ－ＤＡ１７Ｖ）１台を更新する。

８月 ・訓練指導車（トヨタ・ＤＢＡ－ＺＲＲ８０Ｇ）１台を更新する。

・「第３７回九都県市合同防災訓練　埼玉県会場」及び「埼玉県・ふじみ野市総合防災訓練」が入間東
　部地区管内で開催され、会場となったふじみ野市役所東側広場には、約８千人１１５機関が参加し、
　各種訓練が実施される。

平成２９年 ２月 ・三芳町で大規模倉庫火災が発生し、約45,000㎡を焼損し消火活動に１３日間（296時間）を要す。

・（公財）日本消防協会会長が来庁し、三芳町倉庫火災の消火活動に対し激励を受ける。

・災害対応特殊救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

・災害用支援車（日野・ＳＤＧ－ＧＸ７ＪＫＡＡ）１台を更新する。

４月 ・ふじみ野市との人事交流により相互１名の職員研修を実施する。

・埼玉県防災航空隊に隊員１名を派遣する。

９月 ・東広報車（トヨタ・ＤＢＡ－ＺＲＲ８０Ｇ）１台を更新する。

・消防ポンプ自動車（日野・ＴＫＧ－ＸＺＵ６８５Ｍ）１台を更新する。

１１月 ・消防音楽隊創立３０周年記念演奏会がふじみ野市勤労福祉センターで実施される。

平成３０年 ２月 ・株式会社エストコーポレーションより広報車（ニッサン・ＤＢＡ－Ｃ２７）が１台寄贈され、

　消防艤装し、三芳広報車１台を更新する。

・高規格救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

平成３０年 ４月 ・入間東部地区消防組合と入間東部地区衛生組合が統合し、入間東部地区事務組合が発足する。

・緊急消防援助隊埼玉県大隊消火小隊として災害対応特殊消防ポンプ自動車（日野・ＴＫＧ－ＸＺＵ
　６８５Ｍ）１台を新たに追加登録する。

・埼玉中央生コン協同組合及び東和アークス株式会社と大規模火災発生時の消火用水搬送協力に関する
　協定を締結する。

９月 ・高機能消防指令センターⅡ型情報系更新事業が完了する。

・消防職員定数条例を改正し、定員２９０人とする。

１０月 ・消防署の組織規程を一部改正し、西消防署特別救助隊を再編し、埼玉県内１０番目となる高度救助隊
　を発足する。

・富士見市災害対策協力会、ふじみ野市災害対策協会及び三芳町災害対策協力会と大規模な火災その他
　の災害等発生時の消防活動支援協力に関する協定を締結する。

１１月 ・聴覚、言語機能等の障害で音声による１１９番通報が困難な者が多機能携帯電話のインターネットを
　活用し、消防機関へ緊急通報を行うことができるＮet１１９緊急通報システムの運用を開始する。

１２月 ・地震体験車（いすゞ・ＴＰＧ－ＮＰＲ８５ＡＮ）１台を更新する。

平成３１年 ２月 ・塩野建設工業株式会社より煙体験ハウス（太陽工業・エアクイック３）が寄贈される。

４月 ・富士見市との人事交流により相互１名の職員研修を実施する。

・消防職員実員２８３人(再任用職員１名を含む。）となる。

・消防本部の組織改正を実施し、庶務係と管理係を統合して消防総務課庶務係とする。

令和元年 ５月 ・元号が「令和」に改められる。

６月 ・富士見市大字水子字台下４０５９番１及び４０６０番内に東消防署富士見分署移転用地を購入する。
　（1,572.09㎡）

３．入間東部地区事務組合の沿革
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令和２年 ２月 ・高規格救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

３月 ・３８メートル級はしご付消防自動車（ヒノ・２ＤＧ－ＦＲＩＡＪＡ改）１台を更新する。

・塩野建設工業株式会社から水害用救助ボート（アキレス・ＷＡ－８５）２艇が寄贈される。

・高規格救急自動車（トヨタ・ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）を新たに１台増車し、西消防署に暫定配備す
る。

４月 ・消防職員実数２８６人（再任用職員２名を含む。）となる。

・埼玉県防災航空隊に隊員１名を派遣する。

・高規格救急自動車８台体制を開始し、暫定的に西２号車と乗換え運用とする。

・ふじみ野市災害対策協会及び三芳町災害対策協力会と災害発生時の無人航空機を活用した消防活動支
援協力に関する協定を締結する。

５月

１２月 ・日本消防協会よりニッサン・エクストレイル(ＤＢＡ－ＮＴ３２）が交付される。

令和３年 １月 ・高規格救急自動車（トヨタ・３ＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

２月 ・小型水槽付消防ポンプ自動車（ヒノ・２ＲＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）１台を更新する。

３月 ・高規格救急自動車（トヨタ・３ＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を新規整備する。

・ふじみ野広報１号車（三菱・デリカ・３ＤＡ－ＣＶ１Ｗ）１台を更新する。

・富士見市大字水子４０６０番１に東消防署富士見分署の庁舎（鉄筋コンクリート造２階建、延903.29
㎡）が完成し、移転する。

４月 ・三芳町との人事交流により１名の職員研修を実施する。

・消防職員実員２８９人（再任用２名含む。）となる。

・西消防署三芳分署に救急隊１隊を増設し、救急隊８隊体制を開始する。

５月 ・入間東部地区防火安全協会より事務連絡車（トヨタ・シエンタ・５ＢＡ－ＮＳＰ１７０Ｇ）が寄贈さ
　れる。

１２月 ・高規格救急自動車（トヨタ・３ＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を新規整備する。

令和４年 ４月 ・消防職員実員２８９人（再任用１名含む。）となる。

令和５年 ２月 ・高規格救急自動車（トヨタ・３ＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

３月 ・水槽付消防ポンプ自動車（ヒノ・２ＤＧ－ＧＤ２ＡＢＡ）１台を更新する。

・小型水槽付消防ポンプ自動車（ヒノ・２ＲＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）１台を更新する。

４月 ・ふじみ野市との人事交流により１名の職員研修を実施する。

・消防職員実員２８７人となる。

令和６年 ２月 ・高規格救急自動車（トヨタ・３ＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

３月 ・指揮車（トヨタ・ハイエース）１台を更新する。

・水槽付消防ポンプ自動車（ヒノ・２ＫＧ－ＧＸ２ＡＢＡ）１台を更新する。

４月 ・職員定数条例を改正し、消防職員定数を３１９人とする。

・消防職員実員２９０人となる。

令和７年 ２月 ・高規格救急自動車（トヨタ・３ＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ）１台を更新する。

３月 ・東消防署消防訓練場ヘリポート改修工事が完了する。

・２月２６日に岩手県大船渡市で発生した山林火災に、緊急消防援助隊埼玉県大隊消火小隊として、３
次派遣隊５名、４次派遣隊５名の隊員を派遣する。

４月 ・消防署の組織規程を一部改正し、西消防署消防課に救急係、訓練指導係を置き、日勤救急隊の運用を
 開始する。

・富士見市との人事交流により１名の職員研修を実施する。

・埼玉県防災航空隊に隊員１名を派遣する。

・消防職員実員２９９人となる。

・水槽付消防ポンプ自動車（ヒノ・２ＫＧ－ＧＸ２ＡＢＡ）１台を更新する。

・水槽付消防ポンプ自動車（ヒノ・２ＤＧ－ＧＤ２ＡＢＡ）１台を更新する。

・新型コロナウイルス感染症拡大に伴う消防業務支援として、株式会社エストコーポレーション、塩野
建設工業株式会社、三協測量設計株式会社、ミヨシトータルサービス株式会社の４社から高機能マス
ク・フェイスシールド・ゴム手袋が寄附され、更に株式会社東京カネカフードから高機能マスクが寄
附される。
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(1) 消防に係る重要施策の企画に関すること。

(2) 消防の組織に関すること。

(3) 消防力の整備計画に関すること。

(4) 消防の予算及び決算に関すること。

(5) 消防に係る起債及び国庫補助並びに県費補助に関すること。

(6) 消防長会に関すること。

(7) 消防広報に関すること。

(8) 消防統計並びに消防年報の編集及び発行に関すること。

(9) 消防本部の公印の保管に関すること。

(10) 図書の管理に関すること。

(11) 職場調整会議の庶務に関すること。

(12) 情報公開に係る連絡調整等に関すること。

(13) 消防に係る公有財産の取得、管理及び処分に関すること。

(14) 消防に係る財産台帳及び備品台帳の整備に関すること。

(15) 執務環境の研究及び改善に関すること。

(16) 消防資機材の研究及び開発に関すること。

(17) 消防に係る施設の整備及び管理に関すること。

(18) 消防に係る物品の購入調達及び支給に関すること。

(19) 所管する財産に関すること。

(20) 前各号に掲げるもののほか、他の課に属さないこと。

(1) 消防職員の任免、分限、懲戒及び服務その他身分に関すること。

(2) 消防職員の研修及び人事交流に関すること。

(3) 消防職員の給与等に関すること。

(4) 消防職員の募集、選考及び試験に関すること。

(5) 消防職員の賞じゅつに関すること。

(6) 消防職員の福利厚生及び健康管理に関すること。

(7) 事務推進委員会の庶務に関すること。

(8) 消防職員の安全衛生管理に関すること。

(9) 消防職員委員会の庶務に関すること。

(10) 消防に係る貸与品の購入調達並びに支給及び貸与に関すること。

(11) 所管する財産に関すること。

(1) 火災予防の企画及び指導に関すること。

(2) 火災予防の広報及び広聴に関すること。

(3) 建築確認等の同意に関すること。

(4) 消防用設備等及び特殊消防用設備等に関すること。

(5) 建築物の事前協議及び開発行為等に関わる消防の指導に関すること。

(6) 幼年消防の組織に関すること。

(7) 火災予防条例に関すること。

(8) 所管する財産に関すること。

(1) 危険物製造所等の許認可に関すること。

(2) 危険物の取締り及び保安指導に関すること。

(3) 危険物取扱者及び危険物保安監督者の育成指導に関すること。

(4) 高圧ガス、液化石油ガス、火薬類、放射性同位元素、劇物及び毒物の火災予

防措置に関すること。

(5) 防火安全協会に関すること。

(6) 火災予防条例に関すること。
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(7) 所管する財産に関すること。

(8) その他危険物事務に関すること。

(1) 立入検査に関すること。

(2) 違反対象物の改善及び指導に関すること。

(3) 防火対象物の防火指導に関すること。

(4) 防火管理者の育成指導及び講習に関すること。

(5) 自衛消防組織に関すること。

(6) 防火及び防災対象物点検報告に関すること。

(7) 防火及び防災対象物点検報告の特例認定に関すること。

(8) 防災管理に関すること。

(9) 火災予防措置命令に関すること。

(10) 火災予防条例に関すること。

(11) 所管する財産に関すること。

(1) 警防対策及び消防防災の総括に関すること。

(2) 警防計画の作成に関すること。

(3) 機関員の育成及び技術指導に関すること。

(4) 災害情報の収集に関すること。

(5) 警防対策本部に関すること。

(6) 消防水利に関すること。

(7) 出初式及び防災訓練に関すること。

(8) 水災、地震等の消防対策に関すること。

(9) 防災行政における構成市町との連絡調整に関すること。

(10) 住民の防火指導に関すること。

(11) 武力攻撃事態等における国民保護のための措置に関する法律(平成16年法律

第112号)に関すること。

(12) 警防計画に基づく演習及び訓練に関すること。

(13) 緊急消防援助隊に関すること。

(14) 消防相互応援協定に関すること。

(15) 危機管理対策に関すること。

(16) 防災館に関すること。

(17) 消防車両等の整備及び管理に関すること。

(18) 所管する財産に関すること。

(1) 消防団事務に関すること。

(2) 消防団員の表彰及び公務災害補償に関すること。

(3) 消防団員の研修及び訓練に関すること。

(4) 消防団諮問委員会に関すること。

(5) 消防協会に関すること。

(6) 所管する財産に関すること。

(1) 救急業務の統括に関すること。

(2) 救急業務の高度化推進に関すること。

(3) 救急隊員の資格等救急制度に関すること。

(4) 救急隊の教育訓練計画の立案に関すること。

(5) 応急処置の普及及び救命講習会に関すること。

(6) 救急医療機関の連絡調整に関すること。

(7) 救急医療検討委員会に関すること。

(8) 救急統計及び報告に関すること。

(9) 管内情勢の調査及び救急対策に関すること。

(10) 所管する財産に関すること。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
課

保
安
係

査
察
指
導
係

警
防
課

警
防
係

消
防
団
係

救
急
課

救
急
係
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(1) 消防指令システムの整備に関すること。

(2) 消防無線システムの整備に関すること。

(3) 所管する財産に関すること。

(1) 災害現場等の情報収集、連絡及び警防対策本部への報告に関すること。

(2) 災害通信の受信及び指令に関すること。

(3) 医療機関その他関係機関の把握及び連絡に関すること。

(4) 出動隊の管制及び指令に関すること。

(5) 防災行政無線に関すること。

(6) 防災情報システムに関すること。

(7) 消防通信指令施設の維持管理に関すること。

(8) 気象情報の収集及び受理伝達に関すること。

(9) 消防通信統計に関すること。

(10) その他通信指令業務に関すること。

(11) 所管する財産に関すること。

(1) 災害現場等の部隊運用及び指揮に関すること。

(2) 災害現場等の情報収集、安全管理、命令の伝達及び警防対策本部への報告に

関すること。

(3) 災害等の調査及び指導に関すること。

(4) 災害通信の受信及び指令に係る補助に関すること。

(5) 火災調査書類に関すること。

(6) 所管する財産に関すること。

(1) 緊急時連絡情報の受信及び連絡に関すること。

(2) 構成市町主管課との連絡調整に関すること。

(3) 緊急時連絡システムの維持管理に関すること。

(4) 高齢者情報の統計及び台帳の保管に関すること。

(5) 所管する財産に関すること。

(1) 消防本部及び消防署間の連絡調整に関すること。

(2) 消防署の庶務に関すること。

(3) 消防署に係る公印の保管に関すること。

(4) 文書の保管に関すること。

(5) 消防用車両の維持管理に関すること。

(6) 署員の服務規律及び安全管理に関すること。

(7) 消防統計に関すること。

(8) 備品の維持管理に関すること。

(9) 火災予防条例の届出事務に関すること。

(10) 災害の警戒、防御及び調査に関すること。

(11) 消防係、救助係及び救急係の運用に関すること。

(12) 消防水利施設の維持管理に関すること。

(13) 水災、地震等の消防活動に関すること。

(14) 活動訓練計画及び実施に関すること。

(15) 管内情勢の調査及び警防対策に関すること。

(16) 消防協力者の表彰に関すること。

(17) 救助統計及び報告に関すること。

(18) 救助技術の研究及び救助訓練に関すること。

(19) 救助用資機材の管理に関すること。

(20) 救助隊員の安全管理に関すること。

西
消
防
署
・
東
消
防
署

指
令
シ

ス
テ
ム
係

指
揮
統
制
課

事務分掌【消防署・分署】

指
令
係

情
報
管
理
係

指
揮
係

消
防
課
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(21) 教育訓練の研究及び実施に関すること。

(22) 火災調査書類に関すること。

(23) 火災等の証明に関すること。

(24) 防火管理者及び消防計画の届出及び指導に関すること。

(25) 立入検査に関すること。

(26) 違反対象物の改善及び指導に関すること。

(27) 消防訓練場の施設の整備及び維持管理に関すること。

(28) 災害の情報収集及び原因調査に関すること。

(29) 火災予防の広報、広聴及び指導に関すること。

(30) 火災等の調査、報告及び統計に関すること（西消防署に限る。）。

(31) 消防署の予算に関すること（西消防署に限る。）。

(32) 自家用給油取扱所の維持管理及び運用に関すること（西消防署に限る。）。

(33) 所管する財産に関すること（西消防署に限る。）。

(34) 消防団、事業所及び住民等の消防訓練に関すること（東消防署に限る。）。

(35) 救助指導会に関する資機材の管理に関すること（東消防署に限る。）。

(36) 救助指導会事務及び訓練に関すること（東消防署に限る。）。

(1) 救急業務及び救急指導に関すること。

(2) 救急資機材及び救急薬品の維持管理に関すること。

(3) 消毒室の管理に関すること。

(4) 事業所、住民等の応急処置訓練等に関すること。

(1) 消防団、事業所及び住民等の消防訓練に関すること。

(2) 消防訓練等の訓練資機材の維持管理に関すること。

(3) 地震体験車の運用に関すること。

(4) 防災館の運用に関すること。

(1) 災害現場指揮及び指導に関すること。

(2) 災害等の現場における情報収集、安全管理、命令の伝達及び警防対策本部への

報告に関すること。

(3) 災害等の現場活動に関すること。

(4) 火災予防査察に関すること。

(5) 火災予防の広報、広聴及び指導に関すること。

(6) 警防調査に関すること。

(7) 管内情勢の調査及び警防対策に関すること。

(8) 消防水利施設の維持管理に関すること。

(9) 消防車両等の維持管理に関すること。

(10) 活動訓練の計画及び実施に関すること。

(11) 消防団、事業所、住民等の消防訓練に関すること。

(12) 消防技術の研究に関すること。

(13) 火災等の調査、報告、統計及び証明に関すること。

(14) 火災調査書類に関すること。

(15) 救急業務及び救急指導に関すること。

(16) 救急資機材及び救急薬品の維持管理に関すること。

(17) 消毒室の管理に関すること。

西
消
防
署
・
東
消
防
署

高
度
救
助
係
・
特
別
救
助
係
・
消
防
係
・
救
急
係

消
防
課

救
急
係

訓
練
指
導
係
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

4.

5.

6.

構成割合

0.1%未満

0.1%未満

300 0.1%未満

令和7年度

計 3,224,522,000 138,372,000 3,362,894,000

667,754,399

非常備消防費

53,853,000

1 0.1%未満

11,300 0.3%

3,090

3,256,314 94.3%

2,912 0.1%未満

0.3%

三 芳 町 639,286,399 28,468,000

100.0%

令和5年度

予算額 構成割合

3,454,652 100.0%

1,232,420,159 41,087,000 1,273,507,159

1,315,052,442

令和7年度

予算額

0 0.0%1 0.1%未満

（単位：千円）

令和6年度

令和5年度

計 3,132,906,000 123,408,000

ふ じ み 野 市 1,261,199,442

3,256,314,000

富 士 見 市

2 0.1%未満

1 0.1%未満

6,739 0.2%

3,362,894 76.7%

3,067 0.1%未満

3,203,314 76.3%

3,058 0.1%未満

1 0.1%未満

1 0.1%未満

8,867

4,385,833 100.0%

0.0%

0.3%

寄 附 金

諸 収 入

組 合 債

1

0

11,300

502

999,200

932

常備消防費

区　　　　分

総　　　　額

分担金及び負担 金

消 防 予 算（当初）

令和6年度

予算額 構成割合

4,195,787

0.2%

2 0.1%未満

1 0.1%未満

36,850,000 1,302,245,248

0.1%未満

合計

11,300

22.8%

0.1%未満

970,400 23.1%

972

39,038,000 702,176,366

令和6年度

計

年度

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

歳出

179,800 5.2%

構成市町

歳入　　 （単位：千円）

（単位：円）構成市町別負担金

使用料及び手数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

0.1%未満

35,143,000 666,939,049

62,484,000 1,358,472,386

三 芳 町 663,138,366

ふ じ み 野 市 1,295,988,386

富 士 見 市 1,265,395,248

268,290

3,119,386

3,070,547,000 132,767,000

ふ じ み 野 市 1,234,819,207 58,020,000 1,292,839,207

三 芳 町 631,796,049

構成割合 予算額

3,203,314,000

富 士 見 市 1,203,931,744 39,604,000 1,243,535,744

93.9%

290,825 6.9%

93.1% 4,117,541

令和7年度

6.1%

構成割合
区　　　　分

令和5年度

予算額 構成割合 予算額

消 防 費

総　　　　額 3,454,652 100.0% 4,195,787

301 0.1%未満 2

90.3% 3,904,960

100.0% 4,385,833

334,965 9.7%

100.0%

諸 支 出 金

公 債 費

0.1%未満 2 0.1%未満
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名称 所在地
建築
年月日

構造
敷地面積
（㎡）

延べ面積
（㎡）

消防本部・西消防署
（防災館併設）

鉄筋コンクリート造
4階建免震構造

5,356.81

訓練棟
鉄筋コンクリート造
6階建1棟・3階建1棟

466.76

三芳分署 三芳町北永井617-8 H15.2.14
鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造3階建
（訓練棟4階建）

2,192.37 1,354.75

東消防署
鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造3階建

1,536.08

消防訓練場
鉄筋コンクリート造
6階建1棟・3階建2棟

959.70

富士見分署 富士見市水子4060-1 R3.3.12
鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造２階建て

1,534.73 856.00

ふじみ野分署 ふじみ野市川崎2-7-3 H9.2.1
鉄筋コンクリート造
地上2階･地下1階建

1,128.00 1,354.92

※延べ面積は公有財産台帳の数値

消防庁舎の現況

令和7年4月1日現在

富士見市鶴馬1850-1

ふじみ野市大井中央
1-1-19

4,999.71H25.6.21

H16.10.28 9,597.06
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階級

年齢

63 0

総数 消防正監 消防監 消防司令長 消防士消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長

18

11

38.74 59.00 58.00 55.64

39総数

平均年齢 50.75 44.93 33.90 28.05

299 1 3 44 99 58

22

23

24

25

44

19

20

21

3

22.68

2

30

31

32

33

26

27

28

29

38

39

40

41

34

35

36

37

50

51

52

42

43

44

45

55

56

57

58

46

53

54

47

48

49

2

3

22

3

6

8

3

6

8

17 17

35 2

3 3

1011 1

7 7

77

11 4 7

6 28

3 3

1515

10 10

1010

8 3 5

6 28

6 4 2

55

10 10

44

5 5

77

7 1 6

77

7 3 4

3 811

12 5 7

4 5 110

12 8 4

5 28 1

6 1 3 2

2 35

3 3

25 3

8 3 3 2

1

1 1

2

3 1 1

階級・年齢別職員構成状況
令和７年４月１日現在

1 16 1 1

60 4

59

4

61 0

62 0

64 0
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階級

勤続年数

46 0

44 0

4

43 0

42 4

4

13

7

9

3

0 13

1 1 1 1

2 1 1

7

9

階級・勤続年数別職員構成状況
令和７年４月１日現在

37 4

2 3

5

5

4 5

8

9

7 5 2

8

8 1 7

2 4

10 2

6

6 3 3

20 17 3

6

6 6

6

10 6 4

8 1 7

5

8 4 4

10 5

6 6

7 7

8 8

7 1 6

10 1 9

10 2 8

1 1

5 3 2

4 2 2

4 2 2

9 1 4 4

12 1 4 7

11 2 4 5

10 6 3 1

7 4 3

4 1 2 1

1 2

4 1 3

2 2

33.91 29.84 24.25 12.91 7.18 2.07

1

7

6

5

4

4

3

11

10

9

12

19

18

17

16

2

8

15

14

24

23

22

21

20

13

30

29

28

27

26

25

44

35

34

33

32

31

1

299 1

36

11 44 99 58 393

17.93 41.00 38.00

消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士

40 0

総数 消防正監 消防監

総数

平均勤続年

41

39 2 1 1

38 4 2 1 1

45 0
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各年４月１日現在

 ※ 消防職員数は、定数外職員及び再任用短時間勤務職員を除いた実員数です。

271
272

281

283

286

289 289

287

290

299

248,306

255,420

263,187

263,896

264,611

264,741

264,710

264,791

265,046

265,324

230,000

240,000

250,000

260,000

270,000

280,000

290,000

255

260

265

270

275

280

285

290

295

300

305

平成20 平成25 平成30 令和1 令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

年度別人口と職員数の推移

消防職員数（人）

管内人口（人）
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299 1 3 11 44 99 58 39 44

(15) 0 0 0 (1) (3) (8) (2) (1)

1 1 0

0

1 1

0

0 0

0

14 0 1 2 4 3 4

(3) (3)

9 2 6 1

0

8 0 1 3 3 1

0

6 0 1 2 3

(1) (1)

30 0 3 8 15 3 1

(1) (1)

3 0 3

0

62 1 2 6 14 13 14 12

(4) (2) (1) (1)

10 0 2 7 1

(1) (1)

42 0 6 13 11 5 7

(2) (2)

52 1 3 6 11 14 11 6

(1) (1)

4 0 1 2 1

(1) (1)

24 0 3 11 5 1 4

(1) (1)

33 0 3 10 5 5 10

0

参 事

職　員　配　置　状　況

単位：人 令和７年４月１日現在

階    級
総

 
 
数

消

防

正

監

消

 
防

 
監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

 
防

 
士

配    属

総          数

消

防

本

部

消 防 長

次 長

消 防 総 務 課

予 防 課

警 防 課

救 急 課

指 揮 統 制 課

派 遣 等

※　（　）はうち女性

消

防

署

西 消 防 署

消 防 課

消 防 課

三 芳 分 署

東 消 防 署

富 士 見 分 署

ふ じ み 野 分 署
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32 37 36 35 37

1 1 1

1

1

1

1

6 9 8 8 8

2 2 2 2 2

2 3 3

3 3 3

3 2

7 9 9 9 9

2 2 2 2 2

3 3 3 3 3

2 2

5 4 3 4 3

2 2 2 2

職　員　の　教　育　実　施　状　況

単位：人

年 度
令和6令和2 令和3 令和4 令和5

教 育 課 程

総 数

消
 
防
 
大
 
学
 
校

総合

本 科

幹 部 科

上 級 幹 部 科

専科教育

警 防 科

予 防 科

救 急 科

救 助 科

火 災 調 査 科

女性活躍推進コース

埼

玉

県

消

防

学

校

初 任 教 育

警防科
警 防 科

特 殊 災 害 科

救 急 科

救 助 科

予防科
予 防 査 察 科

火 災 調 査 科

特別高 度救助教育

幹部科 初 級 幹 部 科

特別教育

実 科 指 導 員 教 育

実務講習
緊急消防援助隊教育科NBCコース

警 防 活 動 教 育

実 火 災 訓 練 教 育

救急科
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総数(人） 総数（人）

299 乙 1 9

2 種 3 乙 2 9

1 種 151 乙 3 9

189 乙 4 24

32 乙 5 7

13 乙 6 8

大型 25 丙 31

中型 92 4

普通
（小型限定）

2 9

2 級 1 1

3 級 1 9

178 35

5 18

9 2

38 19

7 1

7 5

第1種 1 1

第2種 1 46

66 34

3 21

1 6

13 16

5 3

12 28

7 1

特定化学物質等作業主任者

防 災 士

潜 水 士

発 破 技 士

小 型 船 舶 操 縦 士

航 空 特 殊 無 線 技 士

看 護 師

移 動 式 ク レ ー ン

フ ォ ー ク リ フ ト 運 転 技 能

予防技術者（消防用設備等）

救 急 救 命 士

中型（すべて）

ア ー ク 溶 接

毒 物 劇 物 取 扱 者

小 型 移 動 式 ク レ ー ン

ア マ チ ュ ア 無 線 技 士

消 防 設 備
点 検 資 格 者

特 殊 無 線 技 士

有 機 溶 剤 作 業 主 任 者

ガ ス 溶 接

予 防 技 術 者 ( 危 険 物 ）

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素
危 険 作 業 主 任 者

高 所 作 業 者

け ん 引 免 許

フルハーネス型安全帯取扱い

車 両 系 建 設 機 械 運 転 技 能
（ 整 地 等 、 解 体 用 ）

玉 掛 け

チ ェ ー ン ソ ー 取 扱 い

第 ２ 種 酸 素 欠 乏
危 険 作 業 主 任 者

低 圧 電 気 取 扱 い

職 員 の 特 殊 技 能 資 格 状 況

令和7年4月1日現在

種 類 種 類

大 型 特 殊 自 動 車 運 転 免 許

大型

衛 生 管 理 者

実 員

危険物取扱者

自
動
車
運
転
免
許

自動二輪車運転免許

足 場 組 立 作 業 主 任 者

特 定 粉 塵 取 扱 い

自 動 車 整 備 士

准 看 護 師

予 防 技 術 者 ( 防 火 査 察 ）
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区　　　分 基準消防力 充足率（％）

署 所 の 数 5 100.0

消 防 車 両 台 数 31 87.1

消 防 ポ ン プ 自 動 車 11 63.6

は し ご 車 2 100.0

化 学 車 1 100.0

救 急 車 9 88.9

救 助 工 作 車 2 100.0

指 揮 車 1 100.0

特 殊 車 等 3 100.0

（ 非 常 用 消 防 車 等 ） 1 100.0

（ 非 常 用 救 急 車 ） 1 200.0

指 揮 隊 員 13 92.3

消 防 隊 員 148 70.3

救 急 隊 員 79 91.1

救 助 隊 員 33 90.9

通 信 員 15 100.0

予 防 要 員 46 28 (14) 60.9

庶務の処理等の人員 50 100.0

※　（　）は、交代制勤務職員による兼務要員の数を内書きしたものです。

※　表中の数値は、消防力の整備指針が定める算出基準によるものです。

12

50

1

104

72

2

30

15

1

3

8

2

2

1

基準消防力と現有消防力の比較

令和7年4月1日現在

現有消防力

5

27

7
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回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

消防音楽隊

フ ル ー ト

11名

【楽器編成】

ア ル ト サ ッ ク ス

10名

ク ラ リ ネ ッ ト

1名

1名

　入間東部地区事務組合消防音楽隊は、消防志気を鼓舞すると共に「住民との融和をもっ

て文化の向上と防火思想の普及」を目的として、昭和62年10月9日に発足しました。質の

2名

ト ラ ン ペ ッ ト

チ ュ ー バ

ト ロ ン ボ ー ン

ス ー ザ ー フ ォ ン

テ ナ ー サ ッ ク ス ホ ル ン

9月

10月

11月

12月

1

月

パ ー カ ッ シ ョ ン

バリトンサックス

ユ ー フ ォ ニ ウ ム

令和6年

令和7年

2

1

5月

7月

8月

演奏回数

1

2

2

4

1

救急フェア

第70回上福岡七夕まつり

1

計 15

1月

3月

支援隊員

【隊員】

第24回おおいまつり

第47回園児消防見学会

主な演奏活動

春季火災予防キャンペーン

消防出初式

高齢大学ふじくぼ教室・竹間沢教室

第41回三芳町産業祭withみよし芸術祭

熟年学級10月全体会

高い演奏を目指し、消防と住民のより一層の融和を推進するため、消防音楽隊の演奏活動

を支援していただくボランティアを募り、現在10名が登録されています。

総指揮者
（外部講師）

隊　　長

副 隊 長

隊　　員
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予防 
 

 

防火対象物（１５０㎡以上） 

防火対象物同意状況 

立入検査実施状況 

法令等に基づく各種届出状況 

数量別危険物施設現況 

危険物施設等事務処理状況 

危険物施設に対する立入検査実施状況 

自衛消防隊消防操法競技大会状況 
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　単位：件

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

(４)

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

(７)

(８)

イ

ロ

(10)

(11)

イ

ロ

イ

ロ

(14)

(15)

イ

ロ

(16の2)

(16の3)

(17)

(18)

(19)

(20)

カラオケボックス等個室型店舗 1         1         

43        

27        31        

75        87        

4         

三 芳 町

11        

412       45        91        276       

205       

68        

1         

1,397     1,076     

(16)

20        

前項に該当しない事業場

1         1         

36        

幼稚園等

準地下街 -         

174       

118       

1         

48        

43        

19        

10        3         

非特定複合用途防火対象物

地下街

駐車場等

飛行機等の格納庫

特定複合用途防火対象物

115       

-         

(３)

(５)

(６)

飲食店

(12)

11        

(13)

(９)

駅舎等

神社、寺院等

工場又は作業所

映画スタジオ等

66        126       49        

4         

245       

老人福祉施設等

保育園、老人福祉施設等

32        64        22        

6         

17        38        

性風俗関連特殊営業店舗等

病院、診療所等

蒸気浴場、熱気浴場等

待合、料理店等 2         

重要文化財、重要有形民族文化財、史跡等の建造物

2,647     

58        137       

12        

192       

440       

倉庫

-         

27        

452       223       191       

11        2         1         8         

劇場、映画館等

公会堂又は集会場

防　火　対　象　物　別

遊技場、ダンスホール等

キャバレー、カフェ等

64        
(１)

(２)

総数

-         

18        

-         

38        

百貨店、マーケット等

447       140       

旅館、ホテル等

共同住宅

防火対象物数（150㎡以上）

98        

109       

12        

イに掲げる以外の公衆浴場

学校

令和６年度

10        

-         

3         

3         

図書館等

52        9         93        32        

8         

2         

144       

-         

富士見市 ふじみ野市

23        23        

2         

3         

1         

343       172       

-         

42        

24        

1         1         

構　成　市　町　別

総　　　数 5,720     2,404     2,276     

-         総務省令で定める舟車

-         

延長５０メートル以上のアーケード

市町村長の指定する山林

1,040     

-         
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　単位：件

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

31       

1        

三 芳 町

保育園、老人福祉施設等 2        2       

2        2        

(20)

(19)

(18)

1        

1        

11      3        8        

(11)

1       

前項に該当しない事業場

(17)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(16の2)

(16の3)

市町村長の指定する山林

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

(７)

劇場、映画館等

公会堂又は集会場

非特定複合用途防火対象物

幼稚園等

カラオケボックス等個室型店舗

駅舎等

神社、寺院等

地下街

準地下街

ふじみ野市

総　　　数 132     

5       

百貨店、マーケット等

22      9        

倉庫

工場又は作業所

映画スタジオ等

駐車場等

飛行機等の格納庫

防　火　対　象　物　別

キャバレー、カフェ等

遊技場、ダンスホール等

61       

富士見市

(８)

(９)

(10)

1       

12       

16       55       

5        

26       

1        

1        

5        

蒸気浴場、熱気浴場等

3        2        

14      11       2        1        

1        

重要文化財、重要有形民俗文化財、史跡等の建造物

延長５０メートル以上のアーケード

旅館、ホテル等

共同住宅

病院、診療所等

学校

図書館等

総務省令で定める舟車

イに掲げる以外の公衆浴場

特定複合用途防火対象物

5       

防火対象物同意状況
令和６年度

総数
構　成　市　町　別

57      

5       

2       1        

1        

性風俗関連特殊営業店舗等

4       

待合、料理店等

飲食店

老人福祉施設等

3       
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　単位：件

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

立 入 検 査 実 施 状 況
令和６年度

-           -         

総数
構　成　市　町　別

-         

-         

-         

30        

倉庫

-         -         総務省令で定める舟車

-         延長５０メートル以上のアーケード

市町村長の指定する山林

前項に該当しない事業場 46        

準地下街

10        

3         

重要文化財、重要有形民俗文化財、史跡等の建造物

図書館等

蒸気浴場、熱気浴場等

イに掲げる以外の公衆浴場

133       

映画スタジオ等

駐車場等

飛行機等の格納庫

-         

-         -         -           -         

-         -           

18        

34        

69          

百貨店、マーケット等

-         

75        

10        

1         

4         

12        

200       86        101         13        

43          103       48        

29        

1         

4         

1           

5         

4         

3         

92          1         

9         

-         

1         1           

204       

2         

425       533        

95        

8         

-         

-         

1         

15          

待合、料理店等

-         -           

67        27        36          

特定複合用途防火対象物

-         

-         -           

14          

1         

キャバレー、カフェ等

遊技場、ダンスホール等

性風俗関連特殊営業店舗等

富士見市 ふじみ野市

総　　　数 1,162     

22        6         

1         

劇場、映画館等

公会堂又は集会場

防　火　対　象　物　別

-         

110       

-         

飲食店

老人福祉施設等

幼稚園等

-         

駅舎等

神社、寺院等

工場又は作業所

-         -         -           

(１)

(２)

(３)

(４)

非特定複合用途防火対象物

地下街

共同住宅

病院、診療所等

学校

保育園、老人福祉施設等

(５)

(６)

(７)

旅館、ホテル等

(11)

(17)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

3           

(16の2)

(16の3)

1         

24        43          

3           

(８)

(９)

(10)

3         

13        

19        29          

5         

5           2         

17          

1           

2         

52        

1         

43        

1           

(20)

14        

1         

(19)

1         

(18)

5         1         

100       

三 芳 町

10          12        2         

カラオケボックス等個室型店舗

43        19        19          

37        29          

168       

1           
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　単位：件

5       

令和６年度

13      13      ‐

1       5       

14      ‐

112     

露 店 等 の 開 設 届 出 書 460     192     235     33      

5       7       

26      

46      

全体についての消防計画作成（変更）届 25      11      

少 量 危 険 物 貯 蔵 取 扱 開 始 届

266     256     

144     144     

13      8       

防 災 管 理 点 検 報 告

自 衛 消 防 組 織 設 置 （ 変 更 ） 届

5       

9       3       

5       

27      

7       

1       

15      

9       35      

14      

2       

248     146     

41      

428     230     116     

332     76      防 火 対 象 物 点 検 報 告

833     

449     

2,395   

774     

439     

1,031   

消 防 用 設 備 等 着 工 届

245     

165     

405     959     

151     

62      45      

281     

58      

677     消 防 用 設 備 等 設 置 届

防 火 ・ 防 災 管 理 者 選 （ 解 ） 任 届

圧縮アセチレンガス等貯蔵取扱開始届

70      

21      

統括防火・防災管理者選（解）任届 26      

消 防 計 画 作 成 （ 変 更 ） 届

消 防 用 設 備 等 点 検 報 告

法令等に基づく各種届出状況

6,914   3,326   2,494   1,094   

市町別

種別

構成市町別

27      246     107     

富
士
見
市

総　　数

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届

総
　
　
数

ふ
じ
み
野
市

三
　
芳
　
町

12      

変 電 ・ 発 電 設 備 等 設 置 届

5       

揚 煙 届

3       

100     42      

煙 火 打 上 げ 届

指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 開 始 届

10      

断 水 届

道 路 工 事 届

炉 ・ ボ イ ラ ー 等 設 置 届 31      

44      

-       

332     
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　単位：件

5 10 50 100 150 200 1,000

5 10 50 100 150 200 1,000

339  79  79  96  30  14  9   31  1   

8   -   5   2   -   -   1   -   

218  66  48  65  19  7   5   7   1   

77  21  19  21  4   4   4   3   1   

12  3   2   7   -   -   -   -   -   

1   1   -   -   -   -   -   -   -   

80  24  19  25  7   1   1   3   -   

2   2   -   -   -   -   -   -   -   

25  11  2   1   8   2   -   1   -   

21  4   6   11  -   -   -   -   -   

113  13  26  29  11  7   4   23  -   

67  -   6   21  9   4   4   23  -   

1   -   -   1   -   -   -   -   -   

45  13  20  7   2   3   -   -   -   

給油取扱所

販売取扱所

一般取扱所

取
　
扱
　
所

屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

小計

倍
を
こ
え
る
も
の

倍
を
こ
え

倍
を
こ
え

倍
を
こ
え

倍
を
こ
え

倍
以
下

倍
以
下

数量別危険物施設現況

貯
　
　
蔵
　
　
所

倍
以
下

倍
以
下

倍
以
下

倍
以
下

倍
以
下

倍
を
こ
え

倍
を
こ
え

令和６年度

小　　計

製 造 所

製造所等の区分

倍　数

総　　数

総
　
　
数
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　単位：件

103 3 23 3  23 -  3  14 -  4  8  22 

7   1  2  1  2  -  -  - -  -  -  1  

34  2  5  2  8  -  -  -  -  3  8  6  

25  2  3  2  4  -  -  - -  1  8  5  

- -  -  -  -  -  -  -  -  - -  -

-   -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  

4   - 1  - 2  -  -  - -  -  - 1  

-   -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  

5   - 1  - 2  -  -  -  -  2  -  -  

-   - - - - -  -  -  -  - -  -  

59  -  16 -  13 -  -  14 -  1  -  15 

36  - 9  - 7  - -  7  -  -  -  13 

-   -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  

23  - 7  - 6  -  - 7  -  1  -  2  

3   -  -  -  -  -  3  -  -  -  -  -  

総 数

完 成

総
　
 
　
数

製 造 所

製造所等の区分

一 般 取 扱 所

そ の 他

取
　
扱
　
所

小 計

給 油 取 扱 所

販 売 取 扱 所

危険物施設等事務処理状況

許 可

設
　
　
置

変
　
　
更

設
　
　
置

変
　
　
更

仮
使
用
承
認

廃
　
　
　
　
　
　
　
止

令和６年度

保
安
監
督
者
選
・
解
任

前 検 査

水
　
　
圧

水
　
　
張

品
名
・
数
量
・
倍
数
の
変
更

完 成 検 査事務処理別

仮
貯
蔵
・
仮
取
扱
承
認

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

貯
　
　
蔵
　
　
所

屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

小 計

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所
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　単位：件

208         

19          

一 般 取 扱 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

30          

16          

63          

取
　
扱
　
所

令和６年度

小 計

給 油 取 扱 所

販 売 取 扱 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

製 造 所 8           

137         

危険物施設に対する立入検査実施状況

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

68          54          

4           

42          31          64          

-

製　造　所　等 総　　数

貯
　
　
蔵
　
　
所

総 数

小 計

10          

-           

48          

41          

20          

構 成 市 町 別

2           

1           

12          10          

-           -

5           14          

86          

32          

-           

29          

富士見市 ふじみ野市 三芳町

10          -           

2           2           

-           1           1           

- - 20          

8           4           4           

24          19          20          

9           9           12          

15          9           8           

-           1           -           
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事業 出場 事業 出場 事業 出場 事業 出場
所数 人員 所数 人員 所数 人員 所数 人員

4     18    2     12    9     33    15    63    

3     15    2     12    11    36    16    63    

2     12    2     12    14    48    18    72    

自衛消防隊消防操法競技大会状況

ふじみ野市富士見市 三　芳　町

年　度　別

合　　計

各年度

市　町　別

令 和 6 年 度

令 和 2 年 度 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止

令 和 3 年 度 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止（資料配付による代替開催）

令 和 4 年 度

令 和 5 年 度
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警防 
 

 

消防水利状況 

ホース現有数 

車両現勢 

令和６年度導入車両 

消防相互応援協定等の締結状況 
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　区　　分 三芳町

794       

消防水利現況
単位：基 令和7年４月１日現在

市町別
総　    数

構　成　市　町　別

富士見市 ふじみ野市

34        

総 数 3,477               1,237     1,373     867       

消 火 栓 3,198               1,161     1,243     

2         

公設防火貯水槽　（２０㎥以上～４０㎥未満） 146                 38        74        34        

公設防火貯水槽　（４０㎥以上～１００㎥） 116                 30        52        

65mmホース

プ ー ル 11                  6         2         3         

そ の 他 6                   2         2         

三 芳 分 署

総　　　　数

西 消 防 署

署　　　　別

ホース現有数
単位：本 令和７年４月１日現在

ふ じ み 野 分 署

東 消 防 署

富 士 見 分 署

ポンプ車両
台　　　数

総数 40mmホース 50mmホース

10             

3              

2              

2              

1              

2              

862      

268      

150      

147      

142      

155      

115      

44        

20        

17        

15        

19        

359      

101       

61        

73        

64        

60        

388      

123       

69        

57        

63        

76        
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BDG-XZB50M さ  9-11
 所沢230

平19. 9.27

東部西梯子1令 2. 3.26

平30.12.17

 所沢831

け 54-67

 所沢880
平23．8.29

西
消
防
署

ヒノ

支 援 車 Ⅲ 型
ヒノ

ち 6843

消
防
本
部

西 2 号 車

災 害 用 バ ス
ヒノ

警 防 連 絡 車

DAA-ZVW51

車　名・形　式 登録番号 登録年月日

平27. 6.23

DBE-NCP51V
平26. 6.30

つ 75-12

車 両 名 称

EBD-DA64V
 所沢480

え 95-30

トヨタ

スズキエブリィ  所沢480
平23. 2.24

5BA-NSP170G

平28. 5.30

つ 94-62

　　も　119
トヨタ
TRH226-0026238
スズキエブリィ

EBD-DA64V

令 3. 4.16

か 72-48

平27. 2.25 東部西資材1

き　　１

平26. 6.26

救 急 西 1

 所沢830

東 部 西 3

た  20-17

救 急 西 4

SDG-GX7JKAA

3BF-TRH226S す 20-25

す 20-17
東 部 支 援 1

平30. 2. 6
さ 20-18

トヨタノア  所沢502
DBA-ZRR80G

災害用ﾓｰﾀｰﾊﾞｲｸ
1 所沢

 所沢830

て 86-56

令 7. 4.25

高規格

平29.11.24

高規格

東部西救助1

水1,500ℓ

東 部 西 1

東 部 西 2

38ｍ級（直進）

車 両 現 勢

訓 練 指 導 車

せ 20-23
救 急 西 1 号 車

トヨタ
3BF-TRH226S

令和7年4月25日現在

西 1 号 車

ま 84-87

救 急 西 2

トヨタプリウス

トヨタサクシード

 所沢301

救 急 西 4 号 車

平28. 8. 5

 所沢830
平29. 2.10

総 務 2 号 車

令 5. 2.22

救 急 西 2 号 車

備　考

リース車両

呼 出 名 称

東 部 警 防 1

平25. 5.23

  は 15-31

き 94-67

 所沢400

指 揮 広 報 車

総 務 3 号 車
マツダスクラム  所沢480
HBD-DG64V

トヨタサクシード  所沢400
DBE-NCP160V

シエンタ

HBD-DA17V

予 防 1 号 車
 所沢502

 所沢800

指 揮 1 号 車

平27. 2.26

予 防 2 号 車

総 務 4 号 車
ニッサンバネット
DBA-M20

 所沢502
  た 45-34

スズキエブリィ

 所沢830
TPG-NPR85AN
いすゞ

地 震 体 験 車

平21.11.16

平24. 2.29

水1,500ℓ

250cc

高規格（予備）

Ⅲ型

東 部 指 揮 1

水  600ℓ

平30.10. 1

す  1-71

司 令 車

 所沢830

CBF-TRH226K せ 12-19

西 救 助 1 号 車

救 急 指 導 車

ヒノ

令 6. 3. 1

 所沢830

PKG-FSR90S2改 な  1-19
平23. 3.10

ヒノ

 所沢480

ヒノ
SDG-GX7JGAA改

令 7. 2.26

す 20-15

火災調査 1号車

 所沢830

2DG-FR1AJA改

2KG-GX2ABA

 所沢830

す  2125

ち 20-20

いすゞ

トヨタ

指揮統制連絡車

 所沢830
す 31-19

ヤマハトリッカー

トヨタ

西 3 号 車

西 梯 子 1 号 車
 所沢830

DBA-MH23S
ヤマハトリッカー
JBK-DG16J

TKG-XZU710M

災害用ﾓｰﾀｰﾊﾞｲｸ
JBK-DG16J て 86-57

250cc

平26. 6.26
1 所沢

CBF-TRH226S

TKG-XZU685M
 所沢831

スズキワゴンＲ

平27.11.30

資機材運搬車
ヒノ

救 急 西 3 号 車 救 急 西 3 高規格
CBF-TRH226S
トヨタ

さ 20-17
 所沢830

平29. 2. 2
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※

救急三芳2号車
トヨタ
CBF-TRH226S

 所沢830
令 2. 3. 6 救 急 三 芳 2 高規格

救急三芳1号車
トヨタ

ヒノ

救 急 東 2 号 車
トヨタ

 所沢830
3BF-TRH226S さ 20-22

 所沢830

ふじみ野2号車

2KG-GX2ABA

そ  20-23
 所沢830

災 害 用 重 機

3DA-CV1W そ 20-21
所沢830

令 3. 3.24

令 3. 2.26

令 5. 2.10

ヒノ  所沢830
令 6. 3. 5

ふじみ野広報1

車　名・形　式

ヒノ  所沢800
BDG-GD7JGWA改 は  6-52

さ 22-21
 所沢830

ふ じ み 野 1

令 3. 1.13

東 部 東 1

三 芳 広 報 1

高規格救 急 三 芳 1

令 3. 1.22 三 芳 １

薬　500ℓ

水900ℓ

Ⅱ型

水2,000ℓ

平30. 2.21

平25. 2.12

令 7. 4.25

高規格

東部東救助1

15ｍ級東部東梯子1

令 2. 2. 4 高規格

250cc

水1,500ℓ

250cc

 所沢830

ふ じ み 野 2

平23. 2. 4

救 急 東 1令 3.12. 3

す  20-23

救 急 東 2

さ 21-20
 所沢830

東部東広報1

 所沢800

令 5. 3.10

せ  20-24

令 6. 2.28

平26. 6.26
て 86-59

平17.12.28

富士見広報1

水1,300ℓ
登録年月日

平26. 6.26

救急富士見1

2RG-XZU640M

三芳化学1号車
SDG-GX7JGAA改

車 両 名 称

ヒノ

DBA-ZRR80G

3BF-TRH226S

所沢830

さ 22-20

登録番号

す 21-21

 所沢831
ふ 1-19

せ 20-21

富士見広報車
せ 50-73DBA-NT32

PA-NPR81N す 42-15

令 2.12. 3

富 士 見 1

 所沢830

ヒノ

平17. 7. 7
303CR-MS3CQ

所沢800

平29. 9.26

備　考呼 出 名 称

平28. 1.29

平22.10.20

三 芳 化 学 1

高規格

す 9-19
ニッサン  所沢830

EBD-DA64V

1 所沢

トヨタ

DBA-C27

トヨタ

2DG-GD2ABA

富
士
見
分
署

ふ
じ
み
野
分
署

救急ふじみ野1号車

2DG-GD2ABA

2RG-XZU640M
ヒノ

ニッサン

ふ じ み 野 広 報 車
三菱

ふじみ野 1号車

救急ふじみ野1

救急富士見1号車

富 士 見 1 号 車

CBF-TRH226S
トヨタ

水1,200ℓ
 所沢830

3BF-TRH226S
災害対応特殊

水2,000ℓ

東
消
防
署

三
芳
分
署

3BF-TRH226S

三 芳 広 報 車

多目的搬送車

救 急 東 1 号 車

東 連 絡 車

いすゞ

JBK-DG16J

スズキエブリィ

ミツビシキャタピラー

1 所沢

す 20-24
トヨタ

JBK-DG16J て 86-58

 所沢480

ヤマハトリッカー

 所沢830

東 梯 子 1 号 車

か 51-24

東 広 報 車
そ 20-17

災害用ﾓｰﾀｰﾊﾞｲｸ
ヤマハトリッカー

災害用ﾓｰﾀｰﾊﾞｲｸ

東 1 号 車
ヒノ

そ  2225

ヒノ  所沢830
せ 21-19

緊急消防援助隊登録車両

東 救 助 1 号 車
SDG-GX7JGAA改

三 芳 1 号 車
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令和６年度導入車両 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 災害対応特殊水槽付 

消防ポンプ自動車 

（西消防署） 

 

○主な装備 

 ハイルーフキャビン 

水槽容量：１，５００ℓ 

三連梯子 

双方向式吸管巻取り装置 

電動式ホースカー 

３ 高規格救急自動車 

（西消防署） 

 

○主な装備 

 患者監視装置 

 呼吸管理用資機材 

 気道確保用資機材 

 自動体外式除細動器 

 呼吸・循環管理資機材 

 観察用資機材等 

２ 水槽付消防ポンプ自動車 

（東消防署） 

 

○主な装備 

 ハイルーフキャビン 

水槽容量：２，０００ℓ 

三連梯子 

双方向式吸管巻取り装置 

電動式ホースカー 
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消防相互応援協定等の締結状況 

令和７年４月１日現在  

１ 消防相互応援協定 

番号 締結年月日 協定内容 締結団体等  

１ 平成１９年７月１日 埼 玉 県 下 消 防 相 互 応 援 協 定 埼玉県下消防本部  

２ 平成１８年９月２０日 消 防 相 互 応 援 協 定 さいたま市  

３ 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 消 防 相 互 応 援 協 定 川越地区消防組合  

４ 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 消 防 相 互 応 援 協 定 埼玉西部消防組合  

５ 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 消 防 相 互 応 援 協 定 朝霞地区一部事務組合  

２ その他協定 

番号 締結年月日 協定内容 締結団体等 

１ 平 成 ３ 年 ３ 月 ２ ９ 日 埼玉県防災ヘリコプター応援協定 埼玉県 

２ 平成１８年１２月１日 鉄道災害における鉄道事業者と消

防機関との連携に関する協定 

埼玉県、鉄道事業者

１１社、埼玉県下消

防本部 

３ 平成１９年１１月２７日 埼玉県と消防機関及び埼玉ＤＭＡ

Ｔの災害時における高速自動車国

道等の使用の取扱いに関する協定 

埼玉県、埼玉ＤＭＡ

Ｔ、登録医療機関、

埼玉県下消防本部 

４ 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ 日 エボラ出血熱患者等の移送に関す

る協定 

埼玉県 

５ 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 大規模火災発生時の消火用水搬送

協力に関する協定 

埼玉中央生コン協同

組合、東和アークス

株式会社 

６ 平成３０年１０月４日 大規模な火災その他の災害等発生

時の消防活動支援協力に関する協

定 

富士見市災害対策協

力会、ふじみ野市災害

対策協会、三芳町災害

対策協力会 

７ 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 関越自動車道・首都圏中央連絡自

動車道における消防相互応援協定 

埼玉県下１０市町村

等 

８ 令 和 ２ 年 ４ 月 ３ 日 災害等発生時の無人航空機を活用

した消防活動支援協力に関する協

定 

富士見市災害対策協

力会、ふじみ野市災害

対策協会、三芳町災害

対策協力会 
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指令 

 
消防通信系統図 

無線局一覧 

覚知方法別災害等受信状況 

気象状況 

気象情報受理状況 

口頭指導実施状況 
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西
消
防
署

三
芳
分
署

東
消
防
署

富
士
見
分
署

ふ
じ
み
野
分
署

各車両端末装置 各署所端末装置

警
察
署

災
害
メ
ー

ル

テ
レ
フ
ォ

ン
ガ
イ
ド

手
話
通
訳
者

多
言
語
通
訳
サ
ー

ビ
ス

消
防
団
員

消
防
職
員

一 斉 指 令
個 別 指 令

東
武
東
上
線

関
越
自
動
車
道

ド
ク
タ
ー

ヘ
リ

市

(

町

)

役
所

ガ
ス
会
社

電
力
会
社

埼
玉
県
防
災
行
政
無
線

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

埼
玉
県
広
域
災
害
救
急

E
M
―

N
E
T

気
象
情
報
収
集
装
置

高機能消防指令センター

衛
星
回
線

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

駆
込
み
通
報
装
置

防
災
行
政
無
線

構
成
市
町

（

地
上
・
衛
星
）

消防通信系統図

令和７年４月１日 現在

ヘ
ル
プ
ネ
ッ

ト

携
帯
・
F
A
X

固
定
・
I
P

１
１
９
番
緊
急
回
線

一
般
加
入
電
話

N
E
T
１
１
９

警
察
電
話
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無線局一覧

令和６年１２月３１日現在

デジタル無線機 アナログ無線機

通 信 系 統 活動波Ａ・Ｂ　主運用波３　統制波１・２・３
活動１ch・２ch

関東共通波
防災相互波

無 線 局 種 別
基地局

移  動  局 移 動 局

無 線 機 種 類 車載無線機 携帯無線機 可搬型無線機 署活動系無線機

数 量 1 31 30 4 76

令和６年中

出 力 5Ｗ 5Ｗ 5Ｗ 5Ｗ 1Ｗ

救 急 救 助 他 災 害 そ の 他

覚知方法別災害等受信状況

合 計

固 定 １ １ ９ 2 1,493 11 105 911 2,522

火 災

3,584 12,891

Ｉ Ｐ １ １ ９ 6 4,983 13 136 898

0 0 0 3

6,036

携 帯 １ １ ９ 31 8,754 121 401

3

警 察 電 話 8 347 104 65 1,357 1,881

ＮＥＴ１１９
ＦＡＸ１１９ 0

加 入 電 話 4 107 9 39 3

緊 急 通 報
シ ス テ ム 0 176 3 2 338

5 63 11 113 869

162

519

1,061

合 計 56 15,923 272 861 7,963 25,075

そ の 他

火災

0.2%

救急

63.5%

救助

1.1%

他災害

3.4%

その他

31.8%
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気象状況
令和6年中

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月

温度
℃

最　　高 15.7 23.8 27.1 30.0 31.4 35.2 39.9 38.2 36.1 32.9 24.2 18.5

最　　低 -3.3 -1.2 -0.3 5.8 7.9 14.9 22.1 22.5 17.0 20.0 2.1 -2.0

平　　均 6.0 7.2 8.8 16.8 19.8 23.3 28.9 29.3 26.6 9.8 13.1 6.9

湿度
％

最　　高 98.8 98.8 99.9 99.9 99.7 99.7 99.9 99.9 99.7 99.9 99.9 97.4

最　　低 15.0 21.1 14.4 19.1 18.0 28.0 36.1 39.7 39.1 39.4 26.9 19.1

平　　均 53.0 62.8 58.1 71.0 69.7 77.1 77.4 79.6 81.6 81.9 71.2 57.3

風速
mｓ

最　　大 23.8 25.3 25.5 23.3 11.6 11.6 27.9 17.7 13.4 19.9 17.0 15.8

平　　均 2.2 2.4 2.7 2.2 2.8 2.8 1.9 2.4 2.1 1.7 1.9 1.8

降水量　㎜ 29.0 58.0 167.0 72.0 174.5 228.0 159.5 471.5 27.5 141 63.5 0

気象情報受理状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和6年中

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月

大 雨 特 別 警 報

大 雨 警 報 6 1

洪 水 警 報 1

大 雪 警 報 9 8

大 雨 注 意 報 1 8 2

洪 水 注 意 報 29 18

雷 注 意 報 1 3 5 4 3 18 2 3 3

強 風 注 意 報 14 4 7 2 1 2 3 2

乾 燥 注 意 報 25 3 3 1 1

濃 霧 注 意 報 1 4 5 8 1 2 1 1 4 4 1

霜 注 意 報 3 1

大 雪 注 意 報 2 1

着 雪 注 意 報 1 1

低 温 注 意 報

口頭指導実施状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和6年中

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 合計

心 肺 蘇 生 法 45 29 25 22 24 24 17 23 29 19 33 40 330

気道異物除去法 1 2 1 0 1 0 1 1 0 2 0 0 9

止 血 法 2 0 1 3 2 2 1 0 2 3 0 0 16

熱 傷 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3

指 趾 切 断 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 50 31 27 25 27 26 20 25 31 24 33 40 359

拒 否 11 0 5 3 4 9 582 4 6 2 5 7
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火災 

 
火災の概況 

損害額の推移 

火災による死傷者の推移 

用途別建物火災発生件数 

月別火災発生状況 

時間帯別火災発生状況 

出火原因別火災発生状況 
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件

㎡

㎡

ａ

人

人

世帯

人

千円

件

 備考：「出火率」とは、人口1万人当りの出火件数をいう。

出 火 率 1.7 1.9 0.9 3.5

り 災 人 員 52          22       8        22       

損 害 額 30,989      8,104    11,967   10,918 

負 傷 者 10          6          3        1          

り 災 世 帯 22          12         3        7        

林 野 焼 損 面 積 -           -        -        -        

死 者 -           -        -        -        

建 物 焼 損 床 面 積 569         74       143      352      

建 物 焼 損 表 面 積 92          3        40       49       

4        

ぼ　　　や 17          9        4        4        

6          

半　　　焼 3           1        2        -        

焼

損

棟

数

全　　　焼

棟

7           -        1          

部　分　焼 8           1        3        

車　　　両 4           2        1        1        

そ　の　他 17          10       2        5        

7        7        

林　　　野 -           -        -        -        

総　　　数 45          22       10       13       

火

災

件

数

建　　　物

件

24          10       

火　災　の　概　況
令和６年中

単位 総　数
構 成 市 町 別

富士見市 ふじみ野市 三 芳 町
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10 7  -  2  -  2  -  4  -  -  3  

12 8  2  1  -  -  1  1  -  -  2  

19 7  1  1  -  3  4  1  -  -  -  

9  8  -  -  -  3  5  -  -  -  1  

5  3  -  1  -  3  3  -  -  1  2  

10 5  -  2  -  3  1  -  -  -  3  

令　和　５　年 18        

令　和　２　年 27        

令　和　３　年 36        

令　和　４　年 26        

そ
 
の
 
他

  　年 　別

令　和　６　年 24        

令　和　元　年 28        

複
合
用
途
（

非
特
定
）

倉

庫

・

物

置

工
場
・
作
業
所

店
 
 
 
 
舗

病
院
・
診
療
所

事
 
務
 
所

用  途  別  

総
　
　
　
数

専
 
用
 
住
 
宅

共
 
同
 
住
 
宅

店
舗
併
用
住
宅

複
合
用
途
（
特
定
）

用途別建物火災発生件数
単位：件 各年中

0

負傷者 8 7 12 11 7 10

死  者 3 3 5 2 0

令和６年
 区分

総  数 11 10 17 13 7 10

　　年別
令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

36

火災による死傷者の推移
単位：人 各年中

前年比（％） 99 57 241 90 99

40

損害額／件 1,540 882 2,123 1,909 1,895 689

前年比（％） 83 45 349 60 104

41 45

損　害　額 78,528 35,285 123,116 74,468 77,680 30,989

 区分

火災件数 51 40 58 39

損害額の推移
単位：千円 　各年中

　　年別
令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年
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　単位：人

月別火災発生状況
令和６年中

　市 町 別
総 　数

構 成 市 町 別

45        22        10        13        

１　月

富士見市

3         

三 芳 町

2           

3         1         1         1         

３　月

　月 　別

2         

ふじみ野市

2         

総　　　数

5         3         -         2         

５　月

7         

3         

2         

2         

２　月

2         1           -         1           

７　月

5         

2         

1         

1         

４　月

2         1           1           -         

９　月

6         

1           

1         

1         

６　月

2         1           -         1         

１１　月

4         

1           

1         

-           

８　月

単位：件 令和６年中

１２　月 5         

2         

2           

-         

１０　月

3         

2         

-           

1         

時間帯別火災発生状況

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 不明

時間
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単位：件

不 明 6        4        -        2        

ボ イ ラ ー -        -          -          -          

そ の 他 3        2        1        -        

煙 突 ・ 煙 道 -        -          -          -          

こ た つ -        -          -          -          

取 灰 -        -          -          -          

か ま ど -        -        -          -          

炉 -        -          -          -          

衝 突 の 火 花 -        -          -          -          

電 気 装 置 3        1          1          1          

内 燃 機 関 -        -        -          -          

灯 火 -        -          -          -          

風 呂 釜 -        -          -          -          

電 気 機 器 1        1        -          -          

溶 接 機 ・ 切 断 機 -        -          -          -        

火 入 れ 3        2          -          1          

焼 却 炉 2        -          1          1          

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー 1        1          -        -        

配 線 器 具 -        -          -          -          

ス ト ー ブ 1        -          1          -          

排 気 管 1        -          1        -          

火 遊 び 2        1          -          1          

電 灯 電 話 の 配 線 5        1          2          2          

た ば こ 2        2        -        -          

た き 火 -        -          -          -          

放 火 ・ 放 火 の 疑 い 10       5        1        4        

こ ん ろ 5        2        2        1          

出火原因別火災発生状況
令和６年中

区 分 総　数
構成市町別

富士見市 ふじみ野市 三芳町

総 数 45       22       10       13       
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救急・救助 

 
救急業務の実施体制 

救急活動概要 

年別救急出場件数及び搬送人員の推移 

５か年の救急出場の動向 

救急出場種別 

搬送者傷病程度種別 

５か年の事故種別構成比 

救急隊による応急処置実施状況 

年齢区分別事故種別搬送人員の状況 

曜日別救急出場件数 

月別救急出場件数 

時間帯別搬送人員 

発生場所別搬送人員 

医療機関別搬送人員 

他の医療機関への転院搬送依頼件数 

医療機関別搬送状況 

住民に対する応急手当普及啓発活動の実施状況 

急病に係る疾病分類別年齢区分、傷病程度別搬送人員の状況 

現場到着所要時間別状況 

収容所要時間別状況 

署内救急活動事後事例研究会実施状況 

救助統計 

主な救助用資機材の保有状況  
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人

人

人

台

件 件

救 急 活 動 概 要

   ○  救急隊員有資格者総数

   ○  救急救命士有資格者数

   ○  救急隊員数

   ○  高規格救急自動車保有台数
　　　　（災害対応特殊救急自動車含む）

253

令和7年4月1日現在

救 急 業 務 の 実 施 体 制

66

76

10

615.7 579.0

入間東部地区人口
令和5年1月1日現在

263,817人
令和6年1月1日現在

264,435人
昨年比618人

34.3 分に１件

20.4 人に１人

-250

前 年 比 較

増 減 数

41.8

16,280

14,137

2,143

12,920

6,587

6,333

A－ B＝ C

増 減 率

C÷B

 
年  別

  区  分

令和6年

Ａ

令和5年

Ｂ

救 急 車 利 用 率

医 師 搬 送 件 数

資 器 材 等 搬 送 件 数

傷 病 者 搬 送 人 員

出 場 件 数

傷 病 者 搬 送 件 数

傷 病 者 不 搬 送 件 数

32.2

18.7

分に１件

人口1万人当りの出場件数

男 性

女 性

内

訳

1 日 平 均 出 場 件 数

発 生 率

－

1,006

1,256

人に１人

0

5

14,171

7,197

6,974

44.6

1

6.6%

9.8%

-10.4%

皆増

4

15,274

12,881

2,393

0

1,251

610

10.1%

400.0%

9.7%

9.3%

641
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令和６年
出場件数（件） 16,280 28

搬送人員（人） 14,171 10

年

別

－ － 728 124 77

出場件数（件）

搬送人員（人）

出場件数（件）

搬送人員（人）

2,346 72 131 11,141 1,633

2,037 51 94 9,742 1,418－ － 628 121 70

※年別（令和6年）出場件数の総数に、管外出場件数（交通3件、労働災害1件、その他1件）を含む。

労
働
災
害

急
 
 
病

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

－ －

市
町
別

3

水
 
 
難

交
 
 
通

－ －

合
 
 
計

火
 
 
災

7,001

－

－

28

5,992

1,148

－

6,895

49 110

38

9,012 1,106632 1,802

10,476 12

11062

15,274

12,579

令和５年

令和４年

令和３年
出場件数（件）

12,920

14,969

令和6年中

年別救急出場件数及び搬送人員の推移

7,934 1,35412,086 39 1

そ

の

他

自
損
行
為

自
然
災
害

33

6

11

10,628164

－ －

759

122 81－－

130 89－ －

95

742,066

8,703 1,201

1,331

648 101 56 1,724 40

1,422751 105 54 2,005 10,37537

627 104 46 1,5231 82

－ 1

700 108 49 1,729

－

75 144

5021238 927

160

36

26

4,16123

1,455 523

311 7

232

13

15

42

3133 6634,126

25 1,049 27 321

831

ふじみ野市

富 士 見 市

4

搬送人員（人）

16,280

14,171 10

6,539

728

281 36

三 芳 町

6

総 数
出場件数（件）

5,691

搬送人員（人）

－

－

758

11,141 1,63372

51 1,41894 9,742

131

50 4,79038

124

120

77

70

2,346

2,037

1,619

37

－ －

45

150 45 14

－ 237

64

出場件数（件）

625

284

出場件数（件） 8

39

－ －

－

搬送人員（人）

搬送人員（人）

出場件数（件）

搬送人員（人）

2,735

986

－

16 －

17 553

4,732

2,484 1 279 4

※令和２年は、構成市町以外への救急出場２件／搬送なしを含む。
※令和３年は、構成市町以外への救急出場０件。
※令和４年は、構成市町以外への救急出場１件／搬送なしを含む。
※令和５年は、構成市町以外への救急出場２件／搬送なしを含む。
※令和６年は、構成市町以外への救急出場５件／搬送なしを含む。

５か年の救急出場の動向(各年中)

事故種別

11,414 

12,086 

14,969 
15,274 

16,280 

9,940 
10,476 

12,579 
12,920 

14,171 

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

救急出場件数（単位：件）

搬送人員（単位：人）

事故種別
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令和6年中

令和6年中

救急出場種別

搬送者傷病程度種別  

急 病 11,141件

(68.43%)

交 通 728件 (4.47%)

一 般 2,346件

(14.41%)

火 災 28件 (0.17%)

労働災害 124件

(0.76%)

運動競技 77件

(0.47%)

加 害 72件 (0.44%)
自 損 131件 (0.80%)

その他 1,633件

(10.03%)

総 数
16,280

件

軽 症

6,926人

(48.9%)
中等症

6,172人

(43.6%)

重 症

965人

(6.8%)

死 亡

108人

(0.8%)

総 数
14,171

人
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うち うち うち

5か年の事故種別構成比

7,656

55

静

脈

路

確

保

固

定

人

工

呼

吸

心

肺

蘇

生

聴

診

器

に

よ

る

聴

診

気

道

確

保

－ － 623 － 2,758624 289596

6,014

48

－

－

1,653

631

7,241

－

－

－ 67,810

8,963

7,926

13,868

162

643

837

2,005

1,730

－

1,944

1,662

9,251

11 －

18

2

1,935

256

－ 30 277

599

13,511 13,463

409 12 738

280 2,505 368 5,52831

2

164

21 5 150 4

74

285 55

16 74

75

18 714 －30

333 34024

131

155

－

事

故

種

別

搬

送

人

員

止

血

3,926急 病 9,742 68 22 48 2,001

415

138

264

45

115 1

99

49 5

2交 通

一般負傷

628

2,037

そ の 他 9

計

1,764

14,171

令和6年中単位：件

5,722 9,510 48,163

在

宅

療

法

継

続

－

そ

の

他

救急隊による応急処置実施状況
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酸

素

吸

入

被

覆

－29 835

薬

剤

投

与

9,309

3

5

1

756

143

2

10

7

162

5 496

9

55
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913449

1

－ －

37

－

4836

血

圧

測

定

ラ

リ

ン

ゲ

ル

チ

ュ

ー

ブ

気

管

挿

管

心

肺

停

止

前

血

糖

測

定

エ

ピ

ペ

ン

投

与

ブ

ド

ウ

糖

投

与

保

温

シ

ョ

ッ

ク

パ

ン

ツ

除

細

動

血

中

酸

素

飽

和

度

の

測

定

合

計

心

電

図

急 病

25

64.8 

65.6 

65.9 

69.6 

交 通

25

6.9 

6.8 

5.8 

5.0 

一 般

25

13.8 

14.4 

14.9 

13.5 

その他

25

14.5 

13.2 

13.4 

11.9 

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

単位：％

急 病

64.8 

65.6 

65.9 

69.6 

68.4 

交 通

6.9 

6.8 

5.8 

5.0 

4.5 

一 般

13.8 

14.4 

14.9 

13.5 

14.4 

その他

14.5 

13.2 

13.4 

11.9 

12.7 

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

令和６年

単位：％
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令和6年中

満65歳未満の者 

・少年   満7歳以上

満18歳未満の者 

・成人   満18歳以上

2,631 2,382

月 火

曜日別救急出場件数

2,272

水

2,1942,208

単位：件

一般負傷

令和6年中

少 年

成 人

高 齢 者

交通事故

総 数

新 生 児

乳 幼 児

2,321

土金

単位：人

そ の 他 合 計

事故
種別

年齢
区分

急 病

43.69 42.19 44.63

7月 8月 9月4月 5月

41.16 38.43

単位：件

49.64 44.94

月別救急出場件数

43.6942.46

月別

出場件数

1月 2月

1,414 1,4241,309

6月

1,276

3月

1,2891,555

43.63 50.1645.61

1,313 1,153 1,271

46.89 41.00 53.94 44.4845.94 42.97 42.81 42.57

10月 11月

1,327

年齢区分別事故種別搬送人員の状況

曜日別

出場件数

1日平均
出場件数

・高齢者   満65歳以上の者

合計

合計

木 日

1日平均
出場件数

年齢区分は次による。

・新生児   生後28日未満の者

・乳幼児   生後28日以上

満7歳未満の者 

1,277 1,672 16,280

16,280

12月

44.48

令和6年中

2,272

2,037 1,764 14,171

5 － 1 79 85

6,150

9

64

361

194

9,742 628

87 482

699 4,187

527

257

2,803

166

74

1,472 856 8,672

324

43 745
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発生場所別搬送人員

令和6年中

令和6年中

時間帯別搬送人員

457 402 436

694

1125 1176

994 995 943
1020

885

615

6
9

17

40

99
98

69 67
96

68

40

19

78
49

58

142

234
263

270
212 258 207

172

94

41

33
30

29

136

353

309

263
290

131

86

63

582 
493 

541 

905 

1,594 

1,890 

1,642 
1,537 

1,587 

1,426 

1,183 

791 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24

その他

一般

交通

急病

系列5

単位：人

単位：時

住宅

8，654人

(61.6%)

公衆出入場所

3,903人

(27.5%)

仕事場

246人

(1.7%)
道路

1,312人

(9.3%)

その他

56人

(0.4%)

総 数
14，171

人
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医療機関別搬送人員
令和6年中

令和6年中
他の医療機関への転院搬送依頼件数

267

37

87

6 12

59

9
28

110

25

364

113

50
13 5 8 8

221

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

◎
イ
ム
ス
富
士
見
総
合
病
院

◎
み
ず
ほ
台
病
院

◎
さ
く
ら
記
念
病
院

◎
三
浦
病
院

◎
栗
原
医
院

◎
上
福
岡
総
合
病
院

◎
三
芳
野
第
２
病
院

◎
富
家
病
院

◎
イ
ム
ス
三
芳
総
合
病
院

◎
三
芳
野
病
院

◎
ふ
じ
み
の
救
急
病
院

恵
愛
病
院

に
し
じ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

篠
田
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
ば
ら
腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

埼
玉
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院

み
ず
ほ
台
サ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

そ
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機
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◎：救急告示病院
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◎
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◎：救急告示病院

単位：件

単位：人
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2 回 26 人 5救命入門コース 時間

令和6年中

時間－－

時間

時間16 回 280 人

人

人

人

時間

時間

人

－

108

24

48

67

時間1,742

延べ指導時間指導回数

総数 158

55

2,950

835

350

165

人

医療機関別搬送状況
令和6年中

そ

の

他

の

場

所

1

単位：人

500

病

院

診

療

所

応急手当指導種別

普通救命講習Ⅰ

その他の医療機関

国

・

公

立

公

的

病

院

7 11

－

応急手当講習

上級救命講習

59

普通救命講習Ⅲ

82 回

518 2,903

普通救命講習Ⅱ

参加人員

3618 － 13,516 3,517

私 的

計

合

計

合 計

国

・

公

立

16 518 36 13,426 190 14,170 14,17136

私 的公

的

病

院

－

公

的

管 外

医
療
機
関
別

区
 
分

合 計

国

・

公

立

救急告示医療機関

私 的

診

療

所

48

500

診

療

所

36 2,896

162 1813,410

－ 10,514 17114

3 回

28

回

回

回

住民に対する応急手当普及啓発活動の実施状況

－管 内 10,654－－ 9 － － 131 10,65410,523
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  単位：人
年齢区分

分類項目

総数 5 527 257 2,803 6,150 101 603 4,240 4,798 － 9,742

脳疾患 － 2 － 120 353 － 86 329 60 - 475

心疾患 － 2 3 117 388 7 57 284 162 - 510

消化系 － 31 14 231 356 － 25 345 262 - 632

呼吸系 － 62 27 111 630 － 83 520 227 - 830

精神系 － 1 5 93 26 － 2 16 107 - 125

感覚系 － 8 23 108 173 － 4 92 216 - 312

泌尿系 － 3 2 101 73 － 2 48 129 - 179

新生物 － － － 26 135 3 30 115 13 - 161

その他 1 43 42 332 682 1 46 447 606 - 1,100

不明確 4 375 141 1,564 3,334 90 268 2,044 3,016 - 5,418

単位：件

3分以上 5分以上 10分以上

～ ～ ～

5分未満 10分未満 20分未満

33 109 7,209 8,574 355 10.2

14 41 4,735 6,135 216 10.3

5 6 343 356 18 9.8

2 11 1,023 1,271 39 10.2

12 51 1,108 812 82 9.6

単位：人

10分以上 20分以上 30分以上 60分以上

～ ～ ～ ～

事故種別 20分未満 30分未満 60分未満 120分未満

14,171 － 13 768 10,407 2,857 126 53.9

9,742 － 5 517 7,187 1,958 75 54.8

628 － 2 31 462 130 3 48.6

2,037 － － 84 1,420 505 28 53.8

1,764 － 6 136 1,338 264 20 50.3

120分以上

収容所要時間別状況

そ の 他

乳幼児新生児 高齢者

総数

急病に係る疾病分類別年齢区分、傷病程度別搬送人員の状況

中等症 軽　症 計死　亡

令和6年中

重　症成　人 その他

現場到着所要時間別状況

少　年

20分以上

現場到着時間

事故種別

総 数

平均
所要時間
（分）

2,065

728

そ の 他

総数

交 通

総 数

急 病

10分未満

収容所要時間

一 般 負 傷

急 病

2,346

交 通

一 般 負 傷

16,280

11,141

3分未満

令和6年中

平均
所要時間
(分）

令和6年中
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講 師 検　討　議　題

在宅用人工呼吸器を装着する傷病者の呼吸困難事案

小児のけいれん重積でDrカーと連携し病院搬送した事案

小児の熱性痙攣について

腹部外傷後、血尿症状が出現した事例について

下肢の腫れが急性増悪した症例について

息子通報、８０歳女性、胸苦について

PROST（Prehospital Orbital Simulation Training）実施について

CPAシナリオ実施について

意識障害の事案について

右前腕３か所からの拍動性出血に対してCATを使用し止血した症例について

意識障害を伴う病態について

自宅にて墜落分娩し、救急車２台同時出場した事案について

気管切開傷病者が心肺停止状態に容態変化した事案について

医師の助言で選定基準を変更した事案について

意識障害の傷病者に対する活動について

ＰＡＣの課題と改善策の検討、口頭指導の精度向上を目指して

参加者合計：

署内救急活動事後事例研究会実施状況

　アドバイザーとして埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センターの医師を招き、シ
ミュレーションや事例検討を行い、日々高度化が求められる救急に対応するため、救急隊員の
ほか、消防隊員、救助隊員、指令担当者が参加しています。また、地域救急医療の中心を担っ
ているイムス富士見総合病院・イムス三芳総合病院から医師・看護師等に参加して頂いていま
す。

令和6年度

参加者数

第212回 5 月 21 日 安 藤 陽 児 56

月 16 日 安 藤 陽 児

開催回数 開 催 日

51

第214回 9 月 17 日 安 藤 陽 児 50

第213回 7

安 藤 陽 児 43

第215回 10 月 15 日 安 藤 陽 児

月 17 日 安 藤 陽 児

39

第216回 11 月 19 日

34

第218回 1 月 28 日 安 藤 陽 児 37

第217回 12

第219回 2 月 18 日 安 藤 陽 児 39

349
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救  助  統  計

救助出場件数状況

年
　
次

合
　
計

災　　　害　　　種　　　別

火　災
交
　
通

水
　
難

風
水
害

機
　
械

建
　
物

ガ
　
ス

爆
　
発

そ
の
他

建
物

以
外

令和2年1月～12月 256   17   1   20   1   -   1   206   1   -   9    

令和3年1月～12月 275   18   1   12   -   -   2   231   1   -   10   

令和4年1月～12月 265   22   2   14   3   -   1   212   1   -   10   

令和5年1月～12月 312   18   3   22   2   -   2   257   -   -   8    

令和6年1月～12月 287   12   5   12   -   -   -   249   2   -   7    

事故種別救助人員

年
　
次

合
　
計

災　　　害　　　種　　　別

火　災
交
　
通

水
　
難

風
水
害

機
　
械

建
　
物

ガ
　
ス

爆
　
発

そ
の
他

建
物

以
外

令和2年1月～12月 82    5    -   8    1   -   1   61    1   -   5    

令和3年1月～12月 88    5    -   4    -   -   1   73    -   -   5    

令和4年1月～12月 94    4    -   9    2   -   4   70    -   -   5    

令和5年1月～12月 90    -    -   10   -   -   1   74    -   -   5    

令和6年1月～12月 87    1    -   4    -   -   -   78    1   -   3    

事故種別活動人員

年
　
次

合
　
計

災　　　害　　　種　　　別

火　災
交
　
通

水
　
難

風
水
害

機
　
械

建
　
物

ガ
　
ス

爆
　
発

そ
の
他

建
物

以
外

令和2年1月～12月 3,150 435 24 227 24 - 17 2,298 22 - 103 

令和3年1月～12月 3,416 500  31  128  -   -   17  2,593 23  -   124  

令和4年1月～12月 3,264 605  60  141  48  -   15  2,235 14  -   146  

令和5年1月～12月 3,614 454  67  377  33  -   14  2,600 -   -   69   

令和6年1月～12月 3,337 307  109 135  -   -   -   2,698 25  -   63   
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分類 品名
西消防署
高度救助隊

東消防署
特別救助隊

かぎ付はしご 1 1
三連はしご 1 1
金属製折りたたみはしご又はワイヤはしご 1 1
空気式救助マット 1 1
救命索発射銃 1 1
サバイバースリング又は救助用縛帯 1 1
平担架 1 1
油圧ジャッキ 2 2
油圧スプレッダー 1 1
可搬ウィンチ 1 1
マンホール救助器具 1 1
マット式空気ジャッキ一式 1 1
大型油圧スプレッダー 1 1
救助用支柱器具 1 1
油圧切断機 1 1
エンジンカッター 1 1
ガス溶断器 1 1
チェーンソー 1 1
鉄線カッター 1 1
空気鋸 1 1
大型油圧切断機 1 1
空気切断機 1 1
コンクリート・鉄筋切断用チェーンソー 1 0
万能斧 2 2
携帯用コンクリート破壊器具 1 1
削岩機 4 1
ハンマドリル 1 1
化学剤検知器 1 0
可燃性ガス測定器 2 1
有毒ガス測定器 1 1
放射線測定器 1 1
空気呼吸器 5 5
空気補充用ボンベ 7 12
酸素呼吸器 5 5
簡易呼吸器 2 4
防塵マスク 5 5
送排風機 1 1
耐電手袋 5 5
携帯警報器 5 5
防毒マスク 5 5
化学防護服 2 2
陽圧式化学防護服 5 5
耐熱服 2 0
放射線防護服 4 0
耐電資機材（上衣・下衣・長靴・特殊ヘルメット） 2 2

検 索 用 器 具 簡易画像探査機 1 1
除染シャワー 1 1
除染剤散布器 2 2
救命胴衣 5 25
救命浮環 3 2
救命ボート 1 2
船外機 0 1

山 岳 救 助 用 器 具 バスケット担架 1 1
画像探索機 2 1
地中音響探知機 1 0
熱画像直視装置 1 1
夜間用暗視装置 1 0
地震警報器 1 0
電磁波探査装置 1 0

主な救助用資機材の保有状況

令和７年４月１日現在

一 般 救 助 用 器 具

重量物排除用器具

切 断 用 器 具

破 壊 用 器 具

検知・測定用器具

呼 吸 保 護 用 器 具

隊 員 保 護 用 器 具

除 染 用 器 具

水 難 救 助 用 器 具

高 度 救 助 用 器 具
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消防団 

 
消防団車庫の現況・配置 

消防団の組織 

沿革 

消防団諮問委員・消防団長 

消防団員の定員と実員数 

消防団員の配置状況 

消防団員の年齢 

消防団員の勤続年数 

消防団車両現勢 
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令和7年4月1日現在

第5分団

第6分団

所在地 建築年月

第7分団

第8分団

第1分団

構　　造 延べ面積

第1分団

第2分団

第3分団

勝瀬734-3

鶴馬1932-8

鶴馬2-18

下南畑1148-2

水子1783-2

東みずほ台2-17

福岡中央2-1-6

99.37㎡

76.00㎡

73.08㎡

第4分団

第5分団

富
士
見
市
消
防
団

ふ
じ
み
野
市
消
防
団

三
芳
町
消
防
団

第8分団

第9分団

第10分団

第1分団

第2分団

第3分団

第2分団

第3分団

第4分団

第5分団

第6分団

第7分団

第4分団

藤久保1032-1

竹間沢877-1

平成24年3月

平成23年3月

平成27年3月

平成25年3月

平成13年3月

平成26年3月

平成18年3月

平成29年3月

大井2-4-8

福岡新田107-4

大井武蔵野1434-3

上富1908-9

上富188-4

北永井286-7

鶴ヶ岡2-17-18

川崎174-10

築地2-9

大井中央2-8-5

駒林元町1-7-4

苗間371-1

東大久保83-5

下南畑96-1

令和3年10月

鉄骨造合金メッキ鋼板葺2階建

木造合金メッキ鋼板葺平屋建

鉄骨造合金メッキ鋼板葺2階建

軽量鉄骨造合金メッキ鋼板葺平屋建

軽量鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建

鉄骨造合金メッキ鋼板葺2階建

軽量鉄骨造スレート葺平屋建

平成17年2月

平成13年3月

平成14年2月

平成7年9月

令和2年10月

平成8年3月

平成17年3月

平成22年2月

平成20年3月

平成19年2月

平成9年3月

平成30年3月

軽量鉄骨造鋼板折板葺平屋建

軽量鉄骨造合金メッキ鋼板葺平屋建

鉄骨造合金メッキ鋼板葺2階建

鉄骨造合金メッキ鋼板葺2階建

軽量鉄骨造合金メッキ鋼板葺2階建

軽量鉄骨造合金メッキ鋼板葺2階建

59.31㎡

軽量鉄骨造スレート葺平屋建

73.08㎡

105.00㎡

58.93㎡

59.25㎡

59.31㎡

鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建

軽量鉄骨造スレート葺平屋建

軽量鉄骨造スレート葺平屋建

消防団車庫の現況

分団名

59.31㎡

52.99㎡

81.20㎡

52.99㎡

52.99㎡

60.03㎡

50.96㎡

98.38㎡

68.31㎡

63.61㎡

82.21㎡

68.58㎡

72.68㎡

鉄骨造合金メッキ鋼板葺2階建

鉄骨造合金メッキ鋼板葺2階建

鉄骨造合金メッキ鋼板葺平屋建

平成4年5月

昭和61年3月

72.69㎡

鉄骨造合金メッキ鋼板葺2階建

鉄骨造合金メッキ鋼板葺平屋建

鉄骨造合金メッキ鋼板葺平屋建
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A

9 人女性団員

14 人機能別団員

男性団員 78 人

実 数 87 人

基本団員 73 人

8 人女性団員

定 数 110 人

14 人機能別団員

男性団員 92 人

実 数 100 人

基本団員 86 人

4 人女性団員

定 数 135 人

基本団員 78 人

男性団員 89 人

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

富
士
見
市
消
防
団

ふ
じ
み
野
市
消
防
団

三
芳
町
消
防
団

4 人 分団長・副分団長・部長・班長・団員

実 数

団長・副団長・本部員・女性団員・機能別団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

第9分団 8 人 分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

団長・副団長・本部員・女性団員・機能別団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

第5分団 6 人

団長・副団長・本部員・女性団員・機能別団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

分団長・副分団長・部長・班長・団員

第3分団 12 人

第4分団 13 人

第1分団 15 人

第2分団 15 人

人

団本部 26 人

第10分団

入
間
東
部
地
区
事
務
組
合

第7分団 9 人

第8分団

第4分団 6 人

10 人

第5分団 10 人

第6分団 7

第2分団 7 人

第3分団 0 人

団本部 32 人

第1分団 7 人

第7分団 6 人

第8分団 6 人

第5分団 8 人

第6分団 8 人

第3分団 9 人

第4分団 10 人

129定 数

人

第2分団 7 人

人

機能別団員

93 人

令和7年4月1日現在

消防団の組織

15 人

団本部 30 人

第1分団 9

消
防
団
諮
問
委
員
会
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昭和 ４３ 年 １０ 月 ・埼玉県消防協会より特別優良消防団として表彰される。

昭和 ４７ 年 ７ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部が設立される。

・初代支部長に高山伊英司氏（大井町消防団長）が就任する。

昭和 ５０ 年 ２ 月 ・上福岡市消防団第２分団に小型動力ポンプ付積載車（いすゞＴＬＧ２２Ｗ改）を更新する。

昭和 ５１ 年 ４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に柳川豊治氏（上福岡市消防団長）が就任する。

昭和 ５２ 年 １１ 月 ・三芳町消防団第３分団に普通ポンプ車（ニッサンＦＨＮ６０）を更新する。

昭和 ５４ 年 １１ 月 ・富士見市消防団第２分団に普通ポンプ車（ニッサンＦＨ６０）を更新する。

昭和 ５５ 年 １１ 月 ・富士見市消防団第１分団に小型動力ポンプ付積載車（いすゞＫ－ＫＡＤ５２改）を更新する。

・富士見市消防団第４分団に小型動力ポンプ付積載車（いすゞＫ－ＫＡＤ５２改）を更新する。

・上福岡市消防団第５分団に普通ポンプ車（ニッサンＪ－ＦＧ１６０）を更新する。

・三芳町消防団第４分団に普通ポンプ車（ニッサンＪ－ＦＧ１６０）を更新する

昭和 ５６ 年 １１ 月 ・富士見市消防団第３分団に小型動力ポンプ付積載車（いすゞＮ－ＫＡＤ５２改）を更新する。

・富士見市消防団第７分団に小型動力ポンプ付積載車（いすゞＮ－ＫＡＤ５２改）を更新する。

・上福岡市消防団第３分団に小型動力ポンプ付積載車（いすゞＮ－ＫＡＤ５２改）を更新する。

・大井町消防団第４分団に普通ポンプ車（ニッサンＪ－ＦＧ１６０）を更新する。

・三芳町消防団第５分団に普通ポンプ車（ニッサンＪ－ＦＧ１６０）を更新する。

・埼玉県消防操法大会に三芳町消防団第４分団（分団長鈴木英美）が出場する。

昭和 ５７ 年 ４ 月 ・富士見市消防団長に金子昇氏が就任する。

１０ 月 ・富士見市消防団第６分団に小型動力ポンプ付積載車（いすゞＮ－ＫＡＤ５２改）を更新する。

１１ 月 ・大井町消防団第３分団に普通ポンプ車（ニッサンＪ－ＦＧ１６０）を更新する。

・三芳町消防団第１分団に普通ポンプ車（ニッサンＪ－ＦＧ１６０）を更新する。

・三芳町消防団第２分団に普通ポンプ車（ニッサンＪ－ＦＧ１６０）を更新する。

昭和 ５８ 年 ４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に塩野清市氏（大井町消防団長）が就任する。

・富士見市消防団長に林三喜氏が就任する。

・上福岡市消防団長に土屋浩氏が就任する。

・三芳町消防団長に高山敏光氏が就任する。

１０ 月 ・富士見市消防団第５分団に普通ポンプ車（ニッサンＭ－ＦＧ１６１）を更新する

・大井町消防団第５分団に普通ポンプ車（ニッサンＭ－ＦＧ１６１）を更新する

昭和 ５９ 年 ４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に林三喜氏（富士見市消防団長）が就任する。

・上福岡市消防団長に野沢健司氏が就任する。

・大井町消防団長に柿沼正作氏が就任する。

・三芳町消防団長に鈴木英美氏が就任する。

昭和 ６０ 年 ３ 月 ・三芳町上富１９０９－１に三芳町消防団第１分団車庫（軽量鉄骨造スレート葺平屋建）が完成

　する。

昭和 ６０ 年 ３ 月 ・富士見市消防団第８分団に普通ポンプ車（いすゞＰ－ＮＫＲ５７Ｅ２Ｎ改）を更新する。

・上福岡市消防団第１分団に普通ポンプ車（いすゞＰ－ＮＫＲ５７Ｅ２Ｎ改）を更新する。

・大井町消防団第１分団に普通ポンプ車（いすゞＰ－ＮＫＲ５７Ｅ２Ｎ改）を更新する。

４ 月 ・上福岡市消防団長に宮崎昭之助氏が就任する。

沿　　革

●　入間東部地区事務組合構成市町消防団の沿革
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昭和 ６１ 年 ３ 月 ・三芳町藤久保１０３２－１に三芳町消防団第４分団車庫（軽量鉄骨造スレート葺平屋建）が完成

　する。

４ 月 ・大井町消防団長に高山岑男氏が就任する。

・富士見市消防団長に新井幸雄氏が就任する。

・埼玉県消防協会入間東部支部長に高山岑男氏（大井町消防団長）が就任する。

・三芳町消防団長に武田信太郎氏が就任する。

・埼玉県消防操法大会に富士見市消防団第８分団（分団長平塚雄一）が出場する。

昭和 ６２ 年 ３ 月 ・上福岡市消防団第４分団に普通ポンプ車（いすゞＰ－ＮＫＲ５８Ｅ２Ｎ改）を更新する。

・富士見市消防団第９分団に小型動力ポンプ車（いすゞＰ－ＮＫＲ５５Ｅ改）を更新する。

４ 月 ・上福岡市消防団長に野沢裕司氏が就任する。

・消防長長官より大井町消防団へ優良消防団として竿頭綬が授与される。

１０ 月 ・三芳町竹間沢８７７－１に三芳町消防団第５分団車庫（軽量鉄骨造スレート葺平屋建）が完成

　する。

昭和 ６３ 年 ３ 月 ・大井町消防団第２分団に普通ポンプ車（いすゞＰ－ＮＫＲ５８Ｅ２Ｎ改）を更新する。

４ 月 ・大井町消防団長に神木洋寿氏が就任する。

・三芳町消防団長に池上実氏が就任する。

・埼玉県消防協会入間東部支部長に新井幸雄氏（富士見市消防団長）が就任する。

平成 元 年 ４ 月 ・上福岡市消防団長に奥住良蔵氏が就任する。

平成 ２ 年 ３ 月 ・上福岡市消防団第２分団に小型動力ポンプ車（いすゞＰ－ＮＨＲ５５Ｅ改）を更新する。

・三芳町消防団第３分団に普通ポンプ車（いすゞＦＮＮ６０）を更新する。

４ 月 ・富士見市消防団長に深井平次氏が就任する。

・大井町消防団長に内田嘉紀氏が就任する。

・三芳町消防団長に久保義則氏が就任する。

・埼玉県消防協会入間東部支部長に深井平次氏（富士見市消防団長）が就任する。

平成 ３ 年 ４ 月 ・上福岡市消防団長に谷田富男氏が就任する。

・三芳町消防団長に内野登氏が就任する。

平成 ４ 年 ３ 月 ・三芳町消防団第４分団に普通ポンプ車（三菱Ｕ－ＦＥ３３７Ｂ改）を更新する。

４ 月 ・大井町消防団長に有山茂氏が就任する。

５ 月 ・三芳町北永井２８６－７に三芳町消防団第３分団車庫（軽量鉄骨造スレート葺平屋建）が完成

　する。

８ 月 ・埼玉県消防操法大会に上福岡市消防団第１分団（分団長岸沢七郎）が出場する。

平成 ５ 年 ３ 月 ・消防庁長官より三芳町消防団へ優良消防団として竿頭綬が授与される。

１０ 月 ・富士見市消防団第２分団に普通ポンプ車（三菱Ｕ－ＦＥ３３７Ｂ改）を更新する。

・上福岡市消防団第５分団に普通ポンプ車（三菱Ｕ－ＦＥ３３７Ｂ改）を更新する。

・三芳町消防団第５分団に普通ポンプ車（三菱Ｕ－ＦＥ３３７Ｂ改）を更新する。

平成 ６ 年 ３ 月 ・三芳町消防団第１分団に普通ポンプ車（ニッサンＵ－ＬＧ２ＹＨ４１改）を更新する。

４ 月 ・富士見市消防団長に鈴木光男氏が就任する。

・上福岡市消防団長に吉野公一氏が就任する。

・大井町消防団長に島田和一氏が就任する。

・三芳町消防団長に田畑忠良氏が就任する。

・埼玉県消防協会入間東部支部長に鈴木光男氏（富士見市消防団長）が就任する。

１０ 月 ・富士見市消防団第１分団に小型動力ポンプ車（いすゞＵ－ＮＨＲ６９Ｃ改）を更新する。

・富士見市消防団第４分団に小型動力ポンプ車（いすゞＵ－ＮＨＲ６９Ｃ改）を更新する。

・上福岡市消防団第３分団に普通ポンプ車（三菱Ｕ－ＦＥ５３８Ｂ改）を更新する。

・三芳町消防団第２分団に普通ポンプ車（三菱Ｕ－ＦＥ５３８Ｂ改）を更新する。
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平成 ７ 年 ９ 月 ・富士見市消防団第３分団に小型動力ポンプ付積載車（トヨタＧＢ－ＹＹ２０１改）を更新する。

・富士見市消防団第７分団に小型動力ポンプ付積載車（トヨタＧＢ－ＹＹ２０１改）を更新する。

・大井町消防団第４分団に普通ポンプ車（ニッサンＫＣ－ＡＫＲ７１ＧＮ改）を更新する。

・大井町武蔵野１４３４－１に大井町消防団第５分団車庫（軽量鉄骨造合金メッキ鋼板葺２階建）

　が完成する。

平成 ８ 年 ３ 月 ・三芳町上富１８８－４に三芳町消防団第２分団車庫（鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建）が完成

　する。

４ 月 ・上福岡市消防団長に岡本敏雄氏が就任する。

・大井町消防団長に小室長司氏が就任する。

・三芳町消防団長に山田政弘氏が就任する。

・埼玉県消防協会入間東部支部長に山田政弘氏（三芳町消防団長）が就任する。

１２ 月 ・大井町消防団第３分団に普通ポンプ車（三菱ＫＣ－ＦＥ５３８Ｂ改）を更新する。

平成 ９ 年 ３ 月 ・大井町亀久保１０８６－１に大井町消防団第３分団車庫（鉄骨造合金メッキ鋼板葺平屋建）が

　完成する。

９ 月 ・日本消防協会より富士見市消防団第６分団に小型動力ポンプ車（ニッサンＧＢ－ＳＫ２Ｆ２３

　改）が寄贈され更新する。

平成 １０ 年 ３ 月 ・消防庁長官より富士見市消防団へ優良消防団として竿頭綬が授与される。

４ 月 ・富士見市消防団長に新井康之氏が就任する。

・上福岡市消防団長に近藤宏明氏が就任する。

・大井町消防団長に鈴木潔氏が就任する。

６ 月 ・大井町消防団第５分団に普通ポンプ車（いすゞＮＫＲ７１Ｇ改）を更新する。

８ 月 ・埼玉県消防操法大会に大井町消防団第４分団（分団長有山康夫）が出場する。

９ 月 ・富士見市消防団第５分団に普通ポンプ車（いすゞＮＫＲ７１Ｇ改）を更新する。

平成 １２ 年 ４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に近藤宏明氏（上福岡市消防団長）が就任する。

・富士見市消防団長に平塚雄一氏が就任する。

・大井町消防団長に柿沼佳保氏が就任する。

・三芳町消防団長に池上正明氏が就任する。

６ 月 ・富士見市消防団第８分団に普通ポンプ車（いすゞＫＫ－ＮＫＲ７１ＧＮ改）を更新する。

・上福岡市消防団第１分団に普通ポンプ車（いすゞＫＫ－ＮＫＲ７１ＧＮ改）を更新する。

・大井町消防団第１分団に普通ポンプ車（いすゞＫＫ－ＮＫＲ７１ＧＮ改）を更新する。

平成 １３ 年 ３ 月 ・富士見市下南畑９６－１に富士見市消防団第５分団車庫（軽量鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建）

　が完成する。

・大井町大井２－４－８に大井町消防団第１分団車庫（鉄骨造合金メッキ鋼板葺平屋建）が完成

　する。

平成 １４ 年 ２ 月 ・上福岡市福岡新田１０７－４に上福岡市消防団第３分団車庫（軽量鉄骨造合金メッキ鋼板葺２階

　建）が完成する。

４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に平塚雄一氏（富士見市消防団長）が就任する。

・上福岡市消防団長に宮寺康夫氏が就任する。

・大井町消防団長に浅見伸明氏が就任する。

・三芳町消防団長に林伊佐雄氏が就任する。

平成 １５ 年 ２ 月 ・上福岡市消防団第４分団に普通ポンプ車（日野ＫＫ－ＸＺＵ３３１Ｍ）を更新する。
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平成 １６ 年 ２ 月 ・大井町消防団第２分団に普通ポンプ車（日野ＫＫ－ＸＺＵ３３１Ｍ）を更新する。

・上福岡市駒林１０３－２に上福岡市消防団第４分団車庫（軽量鉄骨造合金メッキ鋼板葺２階建）

　が完成する。

４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に宮寺康夫氏（上福岡市消防団長）が就任する。

・富士見市消防団長に齊藤隆浩氏が就任する。

・大井町消防団長に有山康夫氏が就任する。

・富士見市消防団女性消防団員の入団に伴う辞令交付式を実施する。

・埼玉県消防操法大会に三芳町消防団が出場する。

・上福岡市消防団女性消防団員の入団に伴う辞令交付式を実施する。

・三芳町消防団にラッパ隊が発足する。

平成 １７ 年 ２ 月 ・大井町苗間３７１－１に大井町消防団第２分団車庫(鉄骨造合金メッキ鋼板葺平屋建）が完成する。

・日本消防協会より三芳町消防団へ優良消防団として竿頭綬が授与される。

３ 月 ・上福岡市中央２－８８２－５３に上福岡市消防団第５分団車庫（鉄骨造合金メッキ鋼板葺２階建）

　が完成する。

１２ 月 ・上福岡市消防団第２分団に普通ポンプ車（日野ＰＤ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

・三芳町消防団第３分団に普通ポンプ車（日野ＰＤ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

平成 １８ 年 ２ 月 ・平成１７年１０月１日に構成市町の上福岡市と大井町の廃置分合により、ふじみ野市が誕生した

　事に伴い、ふじみ野市消防団を発足する。

・三芳町消防団第４分団に普通ポンプ車（日野ＰＤ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

３ 月 ・富士見市水子１７８３－２に、富士見市消防団第７分団車庫(軽量鉄骨造スレート葺平屋建)が

　完成する。

４ 月 ・ふじみ野市消防団長に宮寺康夫氏が就任する。

・三芳町消防団長に荻原章弘氏が就任する。

・三芳町消防団女性消防団員の入団に伴う辞令交付式を実施する。

９ 月 ・三芳町消防団第５分団に普通ポンプ車（日野ＰＤ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

平成 １９ 年 ２ 月 ・ふじみ野市築地１－２－１１にふじみ野市消防団上福岡第２分団車庫（鉄骨造合金メッキ鋼板葺

　２階建）が完成する。

３ 月
u

・消防庁長官よりふじみ野市消防団へ優良消防団として表彰旗が授与される。

平成 ２０ 年 ３ 月 ・ふじみ野市川崎１７４－１０にふじみ野市消防団上福岡第１分団車庫（鉄骨造合金メッキ鋼板葺

　２階建）が完成する。

４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に長谷川清行氏（三芳町消防団長）が就任する。

・富士見市消防団長に金子光治氏が就任する。

・ふじみ野市消防団長に栗原秋男氏が就任する。

・三芳町消防団長に長谷川清行氏が就任する。

平成 ２１ 年 ９ 月 ・富士見市消防団第２分団に普通ポンプ車（日野ＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

・ふじみ野市消防団上福岡第５分団に普通ポンプ車（日野ＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

平成 ２２ 年 ３ 月 ・三芳町消防団第１分団に普通ポンプ車（日野ＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

・ふじみ野市鶴ヶ岡２－９０－２にふじみ野市消防団大井第４分団車庫（鉄骨造合金メッキ鋼板葺

　２階建）が完成する。

４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に金子光治氏（富士見市消防団長）が就任する。

・三芳町消防団長に高山誠二氏が就任する。

８ 月 ・埼玉県消防操法大会にふじみ野市消防団が出場する。

１０ 月 ・富士見市消防団第１分団に普通ポンプ車（日野ＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

・富士見市消防団第４分団に普通ポンプ車（日野ＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

・ふじみ野市消防団上福岡第３分団に普通ポンプ車（日野ＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

・三芳町消防団第２分団に普通ポンプ車（日野ＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。
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平成 ２３ 年 ３ 月 ・富士見市鶴馬１９３２－８に富士見市消防団第２分団車庫（木造合金メッキ鋼板葺平屋建）が

　完成する。

８ 月 ・富士見市消防団第６分団に普通ポンプ車（日野ＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

・ふじみ野市消防団大井第４分団に普通ポンプ車（日野ＢＤＧ－ＸＺＵ３３４Ｍ）を更新する。

平成 ２４ 年 ３ 月 ・富士見市勝瀬７３４－３に富士見市消防団第１分団車庫（鉄骨造合金メッキ鋼板葺２階建）が

　完成する。

４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に鈴木章記氏（三芳町消防団長）が就任する。

・富士見市消防団長に池田拓也氏が就任する。

・ふじみ野市消防団長に岸澤一彦氏が就任する。

・三芳町消防団長に鈴木章記氏が就任する。

１０ 月 ・富士見市消防団第３分団に普通ポンプ車（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）を更新する。

・ふじみ野市消防団大井第３分団に普通ポンプ車（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）を更新する。

平成 ２５ 年 ３ 月 ・富士見市東大久保８３－５番地に富士見市消防団第４分団車庫（軽量鉄骨造合金メッキ鋼板葺

　平屋建）が完成する。

９ 月 ・富士見市消防団第７分団に普通ポンプ車（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）を更新する。

・ふじみ野市消防団大井第５分団に普通ポンプ車（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）を更新する。

平成 ２６ 年 ２ 月 ・三芳町消防団に機能別団員を発足する。

３ 月 ・富士見市下南畑１１４８－２に富士見市消防団第６分団車庫（鉄骨造合金メッキ鋼板葺２階建）

　が完成する。

４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に池田拓也氏（富士見市消防団長）が就任する。

・ふじみ野市消防団長に野口一也氏が就任する。

９ 月 ・富士見市消防団第５分団に普通ポンプ車（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ６００Ｍ）を更新する。

平成 ２７ 年 ２ 月 ・消防庁長官より三芳町消防団が優良消防団として消防団等地域活動表彰を受賞する。

３ 月 ・消防長長官より三芳町消防団へ優良消防団として表彰旗が授与される。

・富士見市鶴馬２－３０６４－４に富士見市消防団第３分団車庫（鉄骨造合金メッキ鋼板葺２階建

　）が完成する。

４ 月 ・三芳町消防団長に鈴木紀啓氏が就任する。

・ふじみ野市消防団の分団名称を統一するため、ふじみ野市消防団第１分団から第１０分団までに

　変更する。

８ 月 ・ふじみ野市消防団第８分団に普通ポンプ車（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）を更新する。

１０ 月 ・富士見市消防団に機能別団員を発足する。

平成 ２８ 年 ４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に野口一也氏（ふじみ野市消防団長）が就任する。

・富士見市消防団長に横山政幸氏が就任する。

８ 月 ・埼玉県消防操法大会に富士見市消防団が出場する。

１１ 月 ・ふじみ野市消防団第３分団に普通ポンプ車（日野ＴＫＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）を更新する。

平成 ２９ 年 ２ 月 ・日本消防協会会長が来庁し、三芳町大規模倉庫火災の消火活動に対し激励を受ける。

３ 月 ・消防長長官より富士見市消防団へ優良消防団として表彰旗が授与される。

・消防庁長官より富士見市消防団が優良消防団として消防団等地域活動表彰を受賞する。

・富士見市東みずほ台２－１７に富士見市消防団第８分団車庫（軽量鉄骨造合金メッキ鋼板葺平屋

　建）が完成する。

４ 月 ・三芳町消防団長に清水邦宏氏が就任する。

１１ 月 ・富士見市消防団第８分団に普通ポンプ車（日野ＴＰＧ－ＸＺＵ６４０Ｍ）を更新する。

平成 ３０ 年 ３ 月 ・ふじみ野市駒林元町１－７－４にふじみ野市消防団第６分団車庫（鉄骨造合金メッキ鋼板葺２階

　建）が完成する。

４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に横山政幸氏（富士見市消防団長）が就任する。

・ふじみ野市消防団長に木村宏氏が就任する。
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平成 ３１ 年 ４ 月 ・三芳町消防団長に鈴木秀幸氏が就任する。

令和 元 年 １０ 月 ・ふじみ野市消防団に機能別団員を発足する。

令和 ２ 年 ３ 月 ・総務大臣より三芳町消防団へ団員の確保等に積極的に取り組む消防団として感謝状が贈呈され

　る。

・日本消防協会よりふじみ野市消防団へ優良消防団として竿頭綬が授与される。

４ 月 ・埼玉県消防協会入間東部支部長に鈴木秀幸氏（三芳町消防団長）が就任する。

・富士見市消防団長に吉田和彦氏が就任する。

１０ 月 ・ふじみ野市消防団第６分団に普通ポンプ車（トヨタＬＤＦ－ＫＤＹ２３１改）を更新する。

１０ 月 ・三芳町上富１９０９－１に三芳町消防団第１分団車庫（軽量鉄骨造鋼板折板葺平屋建）が完成

　する。

令和 ３ 年 ３ 月 ・総務大臣よりふじみ野市消防団へ団員の確保等に積極的に取り組む消防団として感謝状が贈呈

　される。

１０ 月 ・ふじみ野市消防団第７分団に普通ポンプ車(トヨタＬＤＦ－ＫＤＹ２３１改）を更新する。

１０ 月 ・三芳町竹間沢８７７に三芳町消防団第５分団車庫（軽量鉄骨造鋼板折板葺平屋建）が完成する。

令和 ４ 年 ４ 月 ・ふじみ野市消防団長に島田智之氏が就任する。

・埼玉県消防協会入間東部支部長に島田智之氏（ふじみ野市消防団長）が就任する。

１０ 月 ・ふじみ野市消防団第４分団に普通ポンプ車（トヨタ３ＢＦ－ＴＲＹ２３０改）を更新する。

令和 ５ 年 ３ 月 ・日本消防協会より富士見市消防団へ優良消防団として表彰旗が授与される。

４ 月 ・三芳町消防団長に小山幸宏氏が就任する。

１０ 月 ・全国女性消防操法大会に富士見市・ふじみ野市・三芳町各消防団に所属する女性消防団員に

　より編成された入間東部女性消防隊が出場する。

１１ 月 ・三芳町消防団第３分団に普通ポンプ自動車（トヨタ３ＢＦ－ＴＲＹ２３０改）を更新する。

令和 ６ 年 ７ 月 ・埼玉県消防操法大会に三芳町消防団が出場する。

１２ 月 ・三芳町消防団第４分団に普通ポンプ自動車（トヨタ３ＢＦ－ＴＲＹ２３０改）を更新する。

令和 ７ 年 ３ 月 ・日本消防協会よりふじみ野市消防団へ優良消防団として表彰旗が授与される。

４ 月 ・三芳町消防団長に鈴木信成氏が就任する。
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消防団諮問委員（令和 7年 4月 1日現在） 

富士見市 ふじみ野市 三芳町 

金 子  光治 ◎ 岸 澤 一 彦 ○ 鈴 木 紀 啓 

池 田 拓 也 野 口 一 也 清 水 邦 宏 

● 横 山 政 幸 ● 木 村   宏 鈴 木 秀 幸 

  ● 小 山 幸 宏 

◎会長 〇会長職務代理 ●前消防団長 

 

 

 

 

消防団長（令和 7年 4月 1日現在） 

 氏名 就任年月日 

富士見市 吉 田 和 彦 令和 2年 4月 1日 

ふじみ野市 島 田 智 之 令和 4年 4月 1日 

三芳町 鈴 木 信 成 令和 7年 4月 1日 

 

 

85



 単位：人

 単位：人

280 3 6 18 22 22 25 24 160 

30 1  2  8  -  -  1  1  17 

9  -  -  -  1  1  1  1  5  

7  -  -  -  1  1  1  1  3  

9  -  -  -  1  1  1  1  5  

10 -  -  -  1  1  1  1  6  

8  -  -  -  1  1  1  1  4  

8  -  -  -  1  1  1  1  4  

6  -  -  -  1  1  1  1  2  

6  -  -  -  1  1  1  1  2  

32 1  2  7  -  -  1  1  20 

7  -  -  -  1  1  1  1  3  

7  -  -  -  1  1  1  -  4  

-  -  -  -  -  -  -  -  -  

6  -  -  -  1  1  1  1  2  

10 -  -  -  1  1  1  1  6  

7  -  -  -  1  1  1  1  3  

9  -  -  -  1  1  1  1  5  

10 -  -  -  1  1  1  1  6  

8  -  -  -  1  1  1  1  4  

4  -  -  -  1  1  1  1  -  

26 1  2  3  -  -  1  1  18 

15 -  -  -  1  1  1  1  11 

15 -  -  -  1  1  1  1  11 

12 -  -  -  1  1  1  1  8  

13 -  -  -  1  1  1  1  9  

6  -  -  -  1  1  1  1  2  

第 6 分 団

第 1 分 団

第 3 分 団

富士見市消防団

280

三
芳
町
消
防
団

本 部

第 6 分 団

第 7 分 団

第 8 分 団

第 5 分 団

本 部

第 5 分 団

総　　員

第 1 分 団

本 部

第 10 分 団

第 2 分 団

第 7 分 団

総　　数　（実　員）

第 9 分 団

ふ
じ
み
野
市
消
防
団

第 4 分 団

本

部

員

定　　員

階　　級

配　　属

第 3 分 団

富
士
見
市
消
防
団

第 2 分 団

第 8 分 団

　令和7年4月1日現在

93

129374

分

団

長

第 4 分 団

第 2 分 団

第 3 分 団

第 5 分 団

第 1 分 団

第 4 分 団

100

三芳町消防団

部

長

班

長

団

長

実　　員

副

分

団

長

副

団

長

団

員

110135

消防団員の配置状況

消防団員の定員と実員数
　令和7年4月1日現在

87

総

数

ふじみ野市消防団

86



 単位：人

階級

年齢
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37.7 48.3 48.3 42.8 39.4 37.4 39.6 37.2 36.1

1     1     
1     1     
-     
2     2     
1     1     
3     3     
4     4     
2     2     
4     4     
8     8     
9     1     1     7     
7     1     6     
9     1     1     7     
9     1     1     7     

12    2     2     1     7     
19    3     2     3     11    
10    1     2     7     
11    2     1     2     6     
12    3     1     2     6     
19    1     5     3     2     8     
5     1     2     2     

18    2     3     1     2     1     9     
19    3     2     1     3     2     8     
13    1     3     2     1     2     4     
10    3     1     1     3     2     
17    1     2     3     2     2     2     5     
2     2     
5     1     1     3     
9     1     1     3     1     3     
7     1     2     4     
4     1     1     2     
7     1     1     1     4     
6     1     1     4     
3     1     2     
3     1     2     
1     1     
1     1     
1     1     
3     1     2     
2     1     1     
-     
1     1     

副

団

長

本

部

員

56歳
57歳

52歳
53歳
54歳
55歳

44歳
45歳

43歳

58歳
59歳

50歳
51歳

46歳
47歳
48歳
49歳

33歳
34歳
35歳
36歳
37歳

31歳

27歳

38歳
39歳
40歳

21歳
22歳
23歳
24歳
25歳

32歳

19歳

総
　
数

20歳

　　　令和7年4月1日現在

42歳
41歳

28歳
29歳
30歳

26歳

消防団員の年齢

平均年齢

18歳

団

員

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

長

総数
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 単位：人

 階級

年数

280   3     6     18    22    22    25    24    160   

7.5 20.0 19.3 15.8 12.9 11.2 10.2 8.6 4.0

25    25    

21    21    

23    23    

19    19    

8     1     7     

21    1     1     2     17    

15    1     1     13    

15    1     1     1     3     9     

15    1     5     4     5     

17    1     4     2     2     8     

17    3     3     6     5     

20    2     3     3     3     5     4     

13    1     2     1     4     5     

8     5     1     2     

14    2     8     2     2     

3     1     1     1     

7     3     3     1     

7     2     2     1     2     

3     1     2     

3     3     

2     1     1     

-     

2     2     

-     

2     2     

-     

-     

-     

-     

-     

-     

消防団員の勤続年数

総
　
数

団

長

　　　令和7年4月1日現在

団

員

分

団

長

部

長

副

分

団

長

班

長

副

団

長

12 年

13 年

14 年

15 年

16 年

17 年

本

部

員

22 年

3 年

4 年

5 年

11 年

平均勤続年数

1年未満

1 年

2 年

19 年

20 年

7 年

21 年

総数

10 年

8 年

9 年

6 年

18 年

30 年

27 年

23 年

24 年

25 年

26 年

29 年

28 年
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区分 ポンプ

分団名 級　別

三
芳
町
消
防
団

 ＰＤ－ＸＺＵ334Ｍ

トヨタ

トヨタ

日野

 ＢＤＧ－ＸＺＵ334Ｍ

 ＢＤＧ－ＸＺＵ334Ｍ

 ＴＫＧ－ＸＺＵ640Ｍ

 ＢＤＧ－ＸＺＵ334Ｍ

トヨタ

 ＴＫＧ－ＸＺＵ600Ｚ

第 5 分 団

 ＢＤＧ－ＸＺＵ334Ｍ

日野

日野

 ＴＫＧ－ＸＺＵ640Ｍ

日野

日野

 ＢＤＧ－ＸＺＵ334Ｍ

 ＴＫＧ－ＸＺＵ640Ｍ

日野

す　11-94

す　75-58

す　97-75

す　83-04

せ　51-19

 ＢＤＧ－ＸＺＵ334Ｍ

す　75-59

 所沢 800

さ　91-17

 所沢 830

A2級

A2級

型　　式

 ＴＰＧ－ＸＺＵ640Ｍ

日野

日野

日野

 所沢 830

さ　11-95

A2級

A2級

 所沢 830

 所沢 830

 所沢 800

 所沢 800

 所沢 830

 所沢 800

 所沢 800

A2級

H28.11.18

R2.10.20

さ　91-10

3.5ｔ未満普通免許対応

す　83-02

R5.2.16

 所沢 830

 所沢 830

 所沢 800

 所沢 830

 所沢 830

せ　11-93

日野

H21.9.10

3.5ｔ未満普通免許対応

さ　11-91

す　11-92

A2級

 所沢 830

 3ＢＦ－ＴＲＹ230改

日野

日野

日野

 ＴＫＧ－ＸＺＵ640Ｍ

A2級

 ＢＤＧ－ＸＺＵ334Ｍ

 3ＢＦ－ＴＲＹ230改

 ＢＤＧ－ＸＺＵ334Ｍ

さ　91-18

第 1 分 団

第 2 分 団

第 3 分 団

第 4 分 団

第 1 分 団

第 8 分 団

第 7 分 団

第 3 分 団

第 4 分 団

第 9 分 団

第 6 分 団

富
士
見
市
消
防
団

第 5 分 団

第 2 分 団

第 10 分 団

ふ
じ
み
野
市
消
防
団

H22.3.1

す　97-74
A2級

 所沢 830
A2級

H22.10.5

第 2 分 団

第 1 分 団

第 6 分 団

第 7 分 団

第 8 分 団

 ＴＫＧ－ＸＺＵ640Ｍ

 ＢＤＧ－ＸＺＵ334Ｍ

第 5 分 団

第 3 分 団

第 4 分 団

A2級

す　89-03

   さ　71-19

 所沢 830

A2級
す　83-03

A2級

A2級

 所沢 800

 所沢 800

消防団車両現勢

日野

車　　名

日野

日野

日野

　令和7年4月1日現在

H24.10.26

登録番号

A2級

登録年月日

H22.10.5

H21.9.10

H23.8.24

H25.9.2

種別

日野

3.5ｔ未満普通免許対応

H26.8.27

H22.10.5

R3.10.8

H29.11.9

A2級

 所沢 830

す　81-19

 所沢 800

 ＬＤＦ－ＫＤＹ231改

トヨタ

 ＬＤＦ－ＫＤＹ231改 さ　91-16

H27.8.19

 所沢 830

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

A2級

A2級

トヨタ

 ＴＫＧ－ＸＺＵ640Ｍ

 ３ＢＦ－ＴＲＹ230改 さ　91-14

す　89-02

さ　91-13

普通ポンプ自動車

H25.9.2

H23.8.24

A2級

A2級

A2級

A2級

普通ポンプ自動車

H24.10.26

普通ポンプ自動車

R5.10.27

A2級

A2級

H18.9.29

普通ポンプ自動車

H22.10.5

普通ポンプ自動車

3.5ｔ未満普通免許対応
R6.11.19

3.5ｔ未満普通免許対応

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車

普通ポンプ自動車
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３５６－００５８

３５６－００５８

３５４－００４４

３５４－００２１

３５４－００１１

３５６－０００１

TEL　０４９（２６１）６０００（代）

　救急病院案内　０４９（２６１）６０３１（休日・夜間）

　火災の問合せ　０４９（２６３）０１１９（音声案内）  

　https://www.irumatohbu119.jp  

ふじみ野分署

救急課
TEL　０４９（２６１）６６７３
FAX　０４９（２６１）４３９５
kyukyu01@irumatohbu119.jp

指揮統制課
TEL　０４９（２６１）６０３１
FAX　０４９（２６２）２６３３

西消防署・消防課
nishi@irumatohbu119.jp

ふじみ野市大井中央１－１－１９

警防課

FAX　０４９（２６１）４３９５

keibo-01@irumatohbu119.jp

入間東部地区事務組合消防本部

TEL　０４９（２６１）６００４

TEL　０４９（２６１）６００７

消防本部

消防総務課

予防課

shobo@irumatohbu119.jp

yobo-01@irumatohbu119.jp

FAX　０４９（２５５）６７３９

TEL　０４９（２６７）０１１９
FAX　０４９（２６７）０１１６
fujiminobunsyo@irumatohbu119.jp

富士見市水子４０６０－１

ふじみ野市川崎２－７－３

FAX　０４９（２５９）２１３９

TEL　０４９（２５５）４１１９
FAX　０４９（２５５）２７０９

富士見分署
fujimibunsyo@irumatohbu119.jp

TEL　０４９（２５５）４１１７

富士見市鶴馬１８５０－１

ふじみ野市大井中央１－１－１９

三芳分署
入間郡三芳町北永井６１７－８

東消防署・消防課

miyoshi@irumatohbu119.jp

higashi@irumatohbu119.jp

TEL　０４９（２５９）２０３６

FAX　０４９（２６１）４３９５

TEL　０４９（２６１）６６５９

TEL　０４９（２６１）５８３７
FAX　０４９（２６１）６０３７

FAX　０４９（２６１）４３９５

sirei-01@irumatohbu119.jp



消 防 年 報

電話　０４９（２６１）６０００

入 間 東 部 地 区 事 務 組 合 消 防 本 部

埼玉県ふじみ野市大井中央１丁目１番１９号

令和７年８月発行

令和６年版
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